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　第31回小林大二郎旗杯争奪小中学校剣道大会が、３

月21日、合川体育館で開かれ、県内外から137チーム、

約650人の選手が参加しました。競技は団体戦で行わ

れ、学校やスポーツクラブ、道場などで鍛えた各チー

ムの小中学生の剣士たちが気合いの入ったかけ声で

竹刀を交え、『一本』を認める審判の旗が上がると、会
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■
福
祉

■
保
健
・
医
療

◇
妊
娠
・
出
産
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施
と

妊
婦
健
診
、
訪
問
指
導
に
よ
る
子
育
て
環
境
づ
く
り

の
推
進

◇
感
染
症
予
防
の
普
及
啓
発
と
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
へ
の

接
種
助
成

◇「
食
育
」
の
普
及
啓
発

◇
市
民
病
院
の
医
療
体
制
の
充
実
と
秋
田
大
学
医
学
部

及
び
医
療
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進

◇
医
師
確
保
の
た
め
の
要
請
・
連
携
の
強
化

◇
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
医
療
、
介
護

の
連
携
強
化

◇
身
近
な
医
療
施
設
と
し
て
各
診
療
所
で
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

◇
阿
仁
診
療
所
整
備
計
画
の
策
定

◇
市
重
点
奨
励
品
目
を
主
体
と
す
る
戦
略
作
目
の
作
付

拡
大
に
よ
る
産
地
化

◇
６
次
産
業
化
の
仕
組
み
づ
く
り
と
地
場
産
品
の
売
り

込
み
強
化

◇
市
場
性
の
高
い
北
秋
田
産
牛
の
生
産

◇
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
北
秋
田
産
比
内
地
鶏
の
飼
育
数
の

拡
大

◇
圃
場
整
備
や
農
業
用
施
設
の
長
寿
命
化
の
推
進

◇「
農
地
維
持
支
払
」「
資
源
向
上
支
払
」「
中
山
間
地
域
直

接
支
払
事
業
」
の
積
極
的
な
支
援

◇「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
森
林
の
適
切
な

管
理
及
び
安
定
的
な
林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り

◇
市
有
林
・
市
行
造
林
の
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事

業
を
活
用
し
た
搬
出
間
伐

◇「
起
業
支
援
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
」「
緊
急
就
職
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
等
に
よ
る
雇
用
の
安
定
と
企
業
支
援

◇
市
産
品
の
商
品
開
発
へ
の
支
援

◇「
と
れ
た
て
村
」
や
首
都
圏
百
貨
店
を
活
用
し
た
市
産

品
の
P
R
と
販
路
拡
大
の
支
援

◇
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
空
き
店
舗
利
活
用
支

援
や
イ
ベ
ン
ト
支
援

◇
秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ま
る

ご
と
森
吉
山
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
推
進

◇
熊
牧
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
誘
客
活
動

◇
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
と
連
携
し
た
利
用

者
増
加
の
取
組
み

◇
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
整
備
促
進

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
の
実
施

◇
市
営
住
宅
宮
前
町
団
地
の
建
設

◇
既
存
市
営
住
宅
の
計
画
的
な
改
修
･
改
善

◇
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
い
た
橋
梁
や
ト
ン

ネ
ル
修
繕
工
事
の
早

期
完
成

◇
生
活
道
路
の
維
持
管

理
工
事
と
通
学
路
の

環
境
整
備

◇
鷹
ノ
巣
駅
前
の
歩
行

空
間
整
備
事
業
の
推

進
◇
公
共
下
水
道
事
業
を

は
じ
め
と
し
た
生
活

排
水
処
理
施
設
整
備

事
業
の
推
進
と
、「
水

洗
化
率
の
向
上
」
の

た
め
の
未
加
入
世
帯

へ
の
啓
発

◇
給
水
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
に
よ
る
安

心
・
安
全
で
安
定
し

た
水
道
水
の
供
給

◇
森
吉
合
川
地
区
統
合

簡
易
水
道
施
設
整
備

事
業
の
推
進

◇
合
川
小
学
校
の

建
設

◇
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設

◇
心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
人
間
を

は
ぐ
く
む
教
育

の
推
進
と
確
か

な
学
力
の
定
着

◇
教
職
員
の
指
導

力
の
向
上
と
地

域
と
共
に
歩
む

学
校
づ
く
り

◇
公
民
館
講
座
、
市
職
員
の
出
前
講
座
等
で
の
学
ぶ
機

会
の
提
供

◇
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成

◇（
仮
称
）生
涯
学
習
交
流
施
設
の
建
設
と
市
民
と
協
働

に
よ
る
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
体
制
づ
く
り

◇「
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
推
進

◇
優
れ
た
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
提
供

◇
貴
重
な
文
化
財
の
保
護
と
活
用

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
設
と
早
期

の
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
登
録

◇
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
各
種
大
会
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
と
充
実

◇「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
へ
の
参
加

◇
鷹
巣
陸
上
競
技
場
の
改
修

◇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

事
前
合
宿
誘
致
等
の
検
討

◇
新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
の
広
報
紙
へ
広
告
掲
載
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
積
極
的
な
情
報
発
信

◇
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
の
市
主
催
事

業
の
開
催

◇
沿
線
自
治
会
、
各
種
団
体
等
と
の
連
携
強
化
に
よ
る

秋
田
内
陸
線
の
利
用
促
進

◇
自
主
財
源
の
確
保
と
事
務
事
業
の
精
査

◇
施
設
の
整
理
統
合
と
遊
休
資
産
の
売
却

◇
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、
安
定
稼
働
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保

◇
地
籍
調
査
事
業
の
再
開

◇
税
の
公
平
と
公
正
を
保
持
、
収
納
率
の
向
上

◇
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
ご
み
の
減

量
と
適
正
処
理

◇
ご
み
焼
却
施
設
建
設
の
推
進

◇
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
監
視
と
啓
発

◇
交
通
事
故
や
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
社
会
づ
く
り

の
推
進

◇
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
助
言
や
情
報
提
供
、
消
費

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進

◇
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備

◇
婦
人
消
防
団
に
よ
る
き
め
細
か
な
火
災
予
防
活
動

◇
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

◇
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
の
策
定
と
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
強
化

◇
児
童
虐
待
の
防
止
、
子
ど
も
の
安
全
確
認
と
虐
待
の

早
期
発
見

◇
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
助
に
よ
る
支
え
合

い
体
制
づ
く
り
の
推
進

◇
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
包
括
的
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
財
政
運
営

◇
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
の
受

診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

◇
自
殺
予
防
対
策
の
推
進

◇
不
妊
・
不
育
症
治
療
へ
の
助
成

■
総
務
・
企
画
・
財
政
な
ど

■
生
活
環
境
・
防
犯
・
消
防

◇
合
併
10
周
年
記
念
式
典
の
開
催

◇
市
民
歌
の
普
及

◇「
地
域
防
災
計
画
」
の
改
定
と
自
主
防
災
組
織
の
育
成

◇
行
政
評
価
制
度
の
運
用
と
行
財
政
改
革
の
推
進

◇
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◇
遊
休
資
産
へ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
誘
致
と
公
共

施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
の
設
置

　
本
市
は
合
併
特
例
措
置
の
期
限
が
平
成
26
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
人
口
減

少
な
ど
に
よ
り
、
市
の
財
政
状
況
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
行
財
政
改
革
や
行
政
評
価
な
ど

を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
財
政
の
更
な
る
健
全
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
は
、「
住
み
よ
い
ま
ち
・
北
秋
田
」
の
確
立
に
向
け
た
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
て
お

り
、
情
報
の
発
信
と
雇
用
の
確
保
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
文
化
の
祭
典
で
あ
る
第
29
回
国
民
文
化
祭
が
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
で
は
「
現
代
詩
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」「
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
内
陸
線
ア
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
会
を

と
ら
え
て
市
民
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
設
計
案
と
利
活
用
案
を
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
（
仮
称
）
生
涯
学
習
交
流
施
設
の
建
設
の
ほ

か
、
駅
前
ア
ー
ケ
ー
ド
の
改
修
が
今
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
施
設
を
街
の
顔
で
あ
る
駅
前
地
区
と
結
ぶ
こ
と
で
商

店
街
を
「
歩
い
て
楽
し
い
街
づ
く
り
」
の
始
ま
り
の
施
設
と
し
て
、
ま
た
中
心
市
街
地
の
交
流
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設

と
な
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
今
年
は
例
年
に
な
く
大
型
事
業
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
ど
の
事
業
も
市
の
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

対
応
し
、
安
心
安
全
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、
市
民
に
と
っ
て
「
住
み
や
す

い
」
と
い
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
項
目
別
の
主
な
施
策
と
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
26
年
度 

施
政
方
針

平
成
26
年
度 

施
政
方
針

平
成
26
年
度 

施
政
方
針
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■
農
林
業

■
観
光
・
商
工
業

■
小
中
学
校

◇
妊
娠
・
出
産
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施
と

妊
婦
健
診
、
訪
問
指
導
に
よ
る
子
育
て
環
境
づ
く
り

の
推
進

◇
感
染
症
予
防
の
普
及
啓
発
と
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
へ
の

接
種
助
成

◇「
食
育
」
の
普
及
啓
発

◇
市
民
病
院
の
医
療
体
制
の
充
実
と
秋
田
大
学
医
学
部

及
び
医
療
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進

◇
医
師
確
保
の
た
め
の
要
請
・
連
携
の
強
化

◇
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
医
療
、
介
護

の
連
携
強
化

◇
身
近
な
医
療
施
設
と
し
て
各
診
療
所
で
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

◇
阿
仁
診
療
所
整
備
計
画
の
策
定

◇
市
重
点
奨
励
品
目
を
主
体
と
す
る
戦
略
作
目
の
作
付

拡
大
に
よ
る
産
地
化

◇
６
次
産
業
化
の
仕
組
み
づ
く
り
と
地
場
産
品
の
売
り

込
み
強
化

◇
市
場
性
の
高
い
北
秋
田
産
牛
の
生
産

◇
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
北
秋
田
産
比
内
地
鶏
の
飼
育
数
の

拡
大

◇
圃
場
整
備
や
農
業
用
施
設
の
長
寿
命
化
の
推
進

◇「
農
地
維
持
支
払
」「
資
源
向
上
支
払
」「
中
山
間
地
域
直

接
支
払
事
業
」
の
積
極
的
な
支
援

◇「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
森
林
の
適
切
な

管
理
及
び
安
定
的
な
林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り

◇
市
有
林
・
市
行
造
林
の
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事

業
を
活
用
し
た
搬
出
間
伐

◇「
起
業
支
援
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
」「
緊
急
就
職
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
等
に
よ
る
雇
用
の
安
定
と
企
業
支
援

◇
市
産
品
の
商
品
開
発
へ
の
支
援

◇「
と
れ
た
て
村
」
や
首
都
圏
百
貨
店
を
活
用
し
た
市
産

品
の
P
R
と
販
路
拡
大
の
支
援

◇
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
空
き
店
舗
利
活
用
支

援
や
イ
ベ
ン
ト
支
援

◇
秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ま
る

ご
と
森
吉
山
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
推
進

◇
熊
牧
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
誘
客
活
動

◇
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
と
連
携
し
た
利
用

者
増
加
の
取
組
み

◇
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
整
備
促
進

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
の
実
施

◇
市
営
住
宅
宮
前
町
団
地
の
建
設

◇
既
存
市
営
住
宅
の
計
画
的
な
改
修
･
改
善

◇
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
い
た
橋
梁
や
ト
ン

ネ
ル
修
繕
工
事
の
早

期
完
成

◇
生
活
道
路
の
維
持
管

理
工
事
と
通
学
路
の

環
境
整
備

◇
鷹
ノ
巣
駅
前
の
歩
行

空
間
整
備
事
業
の
推

進
◇
公
共
下
水
道
事
業
を

は
じ
め
と
し
た
生
活

排
水
処
理
施
設
整
備

事
業
の
推
進
と
、「
水

洗
化
率
の
向
上
」
の

た
め
の
未
加
入
世
帯

へ
の
啓
発

◇
給
水
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
に
よ
る
安

心
・
安
全
で
安
定
し

た
水
道
水
の
供
給

◇
森
吉
合
川
地
区
統
合

簡
易
水
道
施
設
整
備

事
業
の
推
進

◇
合
川
小
学
校
の

建
設

◇
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設

◇
心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
人
間
を

は
ぐ
く
む
教
育

の
推
進
と
確
か

な
学
力
の
定
着

◇
教
職
員
の
指
導

力
の
向
上
と
地

域
と
共
に
歩
む

学
校
づ
く
り

◇
公
民
館
講
座
、
市
職
員
の
出
前
講
座
等
で
の
学
ぶ
機

会
の
提
供

◇
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成

◇（
仮
称
）生
涯
学
習
交
流
施
設
の
建
設
と
市
民
と
協
働

に
よ
る
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
体
制
づ
く
り

◇「
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
推
進

◇
優
れ
た
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
提
供

◇
貴
重
な
文
化
財
の
保
護
と
活
用

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
設
と
早
期

の
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
登
録

◇
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
各
種
大
会
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
と
充
実

◇「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
へ
の
参
加

◇
鷹
巣
陸
上
競
技
場
の
改
修

◇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

事
前
合
宿
誘
致
等
の
検
討

◇
新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
の
広
報
紙
へ
広
告
掲
載
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
積
極
的
な
情
報
発
信

◇
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
の
市
主
催
事

業
の
開
催

◇
沿
線
自
治
会
、
各
種
団
体
等
と
の
連
携
強
化
に
よ
る

秋
田
内
陸
線
の
利
用
促
進

◇
自
主
財
源
の
確
保
と
事
務
事
業
の
精
査

◇
施
設
の
整
理
統
合
と
遊
休
資
産
の
売
却

◇
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、
安
定
稼
働
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保

◇
地
籍
調
査
事
業
の
再
開

◇
税
の
公
平
と
公
正
を
保
持
、
収
納
率
の
向
上

◇
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
ご
み
の
減

量
と
適
正
処
理

◇
ご
み
焼
却
施
設
建
設
の
推
進

◇
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
監
視
と
啓
発

◇
交
通
事
故
や
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
社
会
づ
く
り

の
推
進

◇
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
助
言
や
情
報
提
供
、
消
費

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進

◇
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備

◇
婦
人
消
防
団
に
よ
る
き
め
細
か
な
火
災
予
防
活
動

◇
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

◇
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
の
策
定
と
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
強
化

◇
児
童
虐
待
の
防
止
、
子
ど
も
の
安
全
確
認
と
虐
待
の

早
期
発
見

◇
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
助
に
よ
る
支
え
合

い
体
制
づ
く
り
の
推
進

◇
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
包
括
的
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
財
政
運
営

◇
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
の
受

診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

◇
自
殺
予
防
対
策
の
推
進

◇
不
妊
・
不
育
症
治
療
へ
の
助
成

平成26年度施政方針

■
道
路
・
河
川
・
住
宅
・
上
下
水
道

■
生
涯
学
習
・
公
民
館
活
動

■
ス
ポ
ー
ツ
関
係

▲合川小学校の完成イメージ

▲市営住宅宮前町団地の完成イメージ
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歳 出

一般会計予算の内訳 平
成
26
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

一
般
会
計
予
算
額
は 

2
3
7
億
2
3
7
0
万
円

平
成
26
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

【歳入のその他の内訳】
使用料及び手数料
自動車取得税交付金
財産収入
地方特例交付金
寄附金
ゴルフ場利用税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
繰入金
繰越金

1億8949万6千円
5667万5千円
4431万9千円
745万1千円
886万2千円
709万4千円
642万3千円
470万4千円
366万2千円
44万3千円

16億1530万8千円
1千円

【歳出のその他の内訳】
議会費
労働費
諸支出金
災害復旧費
予備費 

1億6457万円
7035万1千円
3601万9千円
4300万5千円
5000万円

　
平
成
26
年
度
予
算
は
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、安
心
安
全
で
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
予
算
編
成
さ
れ
て
お
り
、昨
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
で
あ
る
合
川
小
学
校
建
設
事
業
や
ま
る
ご
と
森
吉
山
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
、伊
勢
堂
岱
遺
跡
見
学
環
境
整
備
事
業
に
加
え
、（
仮
称
）生
涯
学
習
交
流

施
設
建
設
事
業
、
鷹
巣
陸
上
競
技
場
改
修
事
業
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、
宮
前
町
団
地
建
設
事
業
や
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
は
、一
部
を
国
補
正
予

算（
経
済
対
策
）事
業
と
し
て
平
成
25
年
度
予
算
に
前
倒
し
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
8
％
へ
の
引
上
げ
に
伴
う
所
得
の
低
い
方
に
対
す
る
措

置
と
し
て
、臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
に
つ
い
て
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

（単位：千円）

今
年
度
は
こ
う
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

歳 入

その他
19億4443万8千円
（8.2%）

分担金及び負担金
3億5693万3千円
（1.5%）

地方譲与税
2億4666万9千円
（1.0%）

国庫支出金
28億7476万4千円
（12.1%）

市債
24億2750万円
（10.2%）

諸収入
5億6537万4千円
（2.4%）
県支出金

12億9194万円
（5.5%）

市税  
29億5066万

1千円
（12.5%）

地方交付税
105億

8905万4千円
（44.6%）

地方消費税交付金
4億7636万7千円
（2.0%）

衛生費
23億8753万1千円
（10.1%）

総務費
21億8116万1千円
（9.2%）

消防費
11億2468万2千円
（4.7%）

土木費
25億5685万9千円
（10.8%）

農林水産業費
7億5318万7千円
（3.2%）

商工費
6億6817万円
（2.8%）

その他
3億6394万5千円
（1.5%）

公債費 
24億8701万

8千円
（10.5%）

民生費  
59億385万 

3千円 
  （24.9%）

※水道事業会計、病院事業会計を除く。

国 民 健 康 保 険
国民健康保険合川診療所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
特定地域生活排水処理事業
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所

23,723,700
4,440,960
191,765
5,191,383
124,929
798,878
387,852
1,656,757
26,916
473,933
234,680
198,420
1,014
2,915
2,599

2
976

14,685
14,699
11,906
3,560

13,778,829
37,502,529

19,646,892
4,297,759
212,378
5,119,571
128,776
724,228
377,464
1,607,923
24,782
427,500
228,307
220,234
1,004
2,915
4,958

2
852

11,776
10,246
7,792
4,152

13,412,619
33,059,511

坊 沢
綴 子
　 栄 　
沢 口
七 日 市
米 内 沢
前 田
阿 仁 合
大 阿 仁

20.8
3.3

△　9.7
1.4

△　3.0
10.3
2.8
3.0
8.6
10.9
　2.8
△　9.9
1.0
0.0

△ 47.6
0.0
14.6
24.7
43.5
52.8

△ 14.3
2.7

  13.4

一 般 会 計

特　
　
　
別　
　
　
会　
　
　
計

財　
　
　
産　
　
　
区

区 　 分 26年度予算額
25年度予算額

特 別 会 計 合 計

増減率（％）

24,328,554
4,486,970
217,737
5,338,397
128,776
1,027,330
376,265
1,609,865
24,782
428,153
239,627
200,410
1,004
2,915
5,327

2
852

15,104
14,484
8,342
14,949

14,141,291
38,469,845

当　初 当　初現　計 現　計

合 　 　 　 　 計

△ 2.5   
△ 1.0
△11.9
△ 2.8
△ 3.0 
△22.2
 3.1
　2.9
8.6
10.7
△ 2.1
△ 1.0
1.0
 0.0

△51.2
 0.0
14.6
△ 2.8
1.5
42.7

△76.2
△ 2.6
△ 2.5

一
般
会
計
予
算
額
は 

2
3
7
億
2
3
7
0
万
円

教育費  
52億9729万 

4千円 
  （22.3%）
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平成26年度末各種基金残高見込額

残高見込額
42億6013万8千円
10億1975万1千円

2166万7千円
8万9千円

2750万6千円
194万9千円

24億3626万3千円
4億8794万2千円
4億2563万円

3億9551万8千円
8660万4千円

5億4967万6千円
1163万3千円
4612万8千円
893万5千円
3734万4千円
1800万円

1061万5千円
98億4538万8千円

歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税
市が徴収する税
事業等のための市の借入金
国・県から目的により負担金、補助
金、委託金として交付される支出金
基金、特別会計からの繰入金

地方交付税
市 税
市 債
国・県支出金

繰 入 金

歳出項目の用語解説

高齢者、障がい者、児童福祉など福
祉全般の費用
学校、各種教育施設の整備、生涯学
習、スポーツ振興などの費用
道路などの建設費用
市が事業のため借り入れたお金の返済金
ゴミ処理、がん検診などの費用
職員、庁舎管理、選挙などの費用
消防防災などの費用
農林業などの費用
商工業振興などの費用

民 生 費

教 育 費

土 木 費
公 債 費
衛 生 費
総 務 費
消 防 費
農林水産業費
商 工 費

基金名称
財政調整基金
減債基金
まちづくり基金
地域福祉基金
中山間ふるさと水と土保全基金
森吉山環境保全管理基金
地域振興基金
土地開発基金
国民健康保険財政調整基金
介護保険財政調整基金
簡易水道事業減債基金
簡易水道事業財政調整基金
農業集落排水事業債償還基金
学校施設整備基金
高額療養費貸付基金
奨学金基金
介護給付費等貸付基金
特別導入事業基金

合　　計

主 な 事 業（一般会計）
広報広聴費
国民文化祭開催事業
自治振興費
秋田内陸線観光アテンダント配置事業
秋田内陸線運営事業補助金
秋田内陸線利用高校生定期券補助金
生活バス路線運行維持事業
電算システム運用費
農業委員会委員一般選挙費
社会福祉協議会補助金
国民健康保険特別会計繰出金
介護保険特別会計繰出金
介護サービス事業特別会計繰出金
高齢者生活援助事業（福祉の雪事業）
障害者福祉費
福祉医療給付事業費
後期高齢者医療特別会計繰出金
臨時福祉給付金事業
児童措置費
児童福祉施設費
児童館費
生活保護費
保健事業費

予防費
母子保健事業費
北秋田市上小阿仁村生活環境施設組合負担金
浄化槽設置事業補助金
特定地域生活排水処理事業特別会計繰出金
塵芥処理費
北秋田市周辺衛生施設組合負担金
クリーンリサイクルセンター費
簡易水道特別会計繰出金
北秋田市民病院負担金
退職手当負担金（北秋田市上小阿仁村病院組合清算）
地域医療再生事業
国民健康保険合川診療所特別会計繰出金
阿仁診療所特別会計繰出金
米内沢診療所特別会計繰出
起業支援型地域雇用創造事業
青果物振興対策事業費補助金
中山間地域直接支払交付金事業
あきたを元気に！農業夢プラン実現事業
経営体育成支援事業
農地・水保全管理支払交付金事業
農地集積加速化基盤整備事業（負担金）
農業集落排水事業特別会計繰出金

林道整備事業
市有林等造林事業
企業誘致対策費
まるごと森吉山観光振興事業
道路維持費
道路新設改良事業（歩行空間整備事業を除く）
歩行空間整備事業
防災・安全交付金事業
住宅リフォーム緊急支援事業補助金
宮前町団地建設事業
下水道事業特別会計繰出金
消防本部高機能消防指令センター整備事業
外国青年招致事業
小学校費（合川小学校建設事業を除く）
合川小学校建設事業
中学校費
公民館費
伊勢堂岱遺跡見学環境整備事業
図書館費
合川小学校放課後児童クラブ建設事業
(仮称)生涯学習交流施設建設事業
陸上競技場改修事業
学校給食センター整備事業

18,169
63,696
106,680
11,305
119,700
21,000
78,845
144,498
16,433
37,500
198,215
760,698
107,081
16,296
862,826
312,575
141,356
193,836
903,861
678,004
24,591
636,250
73,984

60,715
34,918
78,918
22,892
18,277
90,076
114,986
292,328
165,059
689,925
300,000
16,642
11,677
70,500
48,188
18,322
19,965
21,998
10,916
18,158
34,644
76,108
193,934

18,596
37,886
14,981
170,856
678,959
238,434
74,182
325,085
62,000
257,155
629,909
237,600
22,264
372,973
1,543,804
188,558
157,666
408,082
24,284
79,501
948,447
237,100
174,214

（単位：千円）
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さまざまな学習活動に活用くださいさまざまな学習活動に活用くださいさまざまな学習活動に活用くださいさまざまな学習活動に活用くださいさまざまな学習活動に活用くださいさまざまな学習活動に活用ください

市職員による出前講座市職員による出前講座市職員による出前講座市職員による出前講座
　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、
市職員が出向き説明等を行う『出前講座』を実施します。

　申込書到着後に担当課と日程等を調整し、開催の可否を申込者に連絡します。なお、開催
可否の連絡まで数日を要する場合があります。あらかじめご了承ください。

　次頁に掲載している出前講座メニューのほかにも、開催を希望する講座がありましたら、ぜひ
ご相談ください。担当と調整して開催できる場合や、市主催以外（秋田県など）の出前講座を紹
介できる場合があります。

【お申し込み・お問い合わせ・ご相談】
　北秋田市生涯学習推進本部事務局（生涯学習課内）
　〒018-3312　北秋田市花園町 15-1
　☎　62-1130　FAX　62-1669
　Ｅメール　be-syougai@city.kitaakita.akita.jp

【お申し込み・お問い合わせ・ご相談】
　北秋田市生涯学習推進本部事務局（生涯学習課内）
　〒018-3312　北秋田市花園町 15-1
　☎　62-1130　FAX　62-1669
　Ｅメール　be-syougai@city.kitaakita.akita.jp

時　間

会　場

対　象

申込方法

午前 10時から午後８時（土日、祝日も可能です）
なお、講座の時間については、１講座につき２時間以内とします。

各公民館や町内会館など、市内の施設での開催とします。
※会場の手配、準備及び片付け、使用料（有料の場合）は申込者の負担でお願いします。

原則 10人以上で北秋田市民を対象とします。
※特定の政治活動や宗教の布教活動、営利を目的とした集会、苦情や要望を寄せるため
だけの講座はお受けしません。

申込書に必要事項を記入のうえ、実施希望日の 21日前までに事務局（生涯学習課）又
は最寄りの公民館に提出してください。（ＦＡＸ・郵送・Ｅメール　可）

期間期間 平成26年４月１日～平成27年３月31日平成26年４月１日～平成27年３月31日



77 広報きたあきた　2014.　4.　１広報きたあきた　2014.　4.　１

平成 26年度 北秋田市「出前講座」メニュー
北秋田市総合計画について

行財政改革について

統計数値からみた北秋田市の現状

第29回国民文化祭について

戸籍制度のあらまし

国民健康保険について

赤ちゃんや子どもの健康について

歯科保健について

食と健康について

生活習慣病予防について

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

みんなで受けよう！がん検診

介護予防講座

介護保険制度について

北秋田市在宅福祉サービス

家庭ごみの分別について

北秋田市観光振興計画

森吉山の魅力と開発

公共下水道の計画について

内陸線の楽しみ方講座

救命救急講習

歴史に学ぶ古代の災害講座

世界遺産講座

生涯学習と生きがいづくり

市政運営の指針となる「北秋田市総合計画」の概要を説明します。

これまでの行財政改革の取り組みの状況と今後の概要を説明します。

戸籍制度の意義と変遷をわかりやすく説明します。

国民健康保険制度や各種申請等について説明します。

赤ちゃんや子どもの発育、発達、予防接種について説明します。

子どものむし歯予防、口腔衛生について説明します。

市のがんの現状と各種がん検診について紹介します。

ゴミの分別について、サンプル等を使って説明します。

公共下水道の現状と今後の計画について説明します。

各種統計結果等からみた北秋田市の現状の概要と県内他自治体との比
較を解説します。
「第29回国民文化祭あきた2014」における北秋田市主催事業の内容を
紹介します。

離乳食から高齢期までの食事の解説や幼児期からの食事推進、健康維
持や病気予防のための食生活を説明します。
健康づくり実践、メタボリックシンドロームの解説や健診結果の見方
と生かし方を紹介します。

介護予防、認知症予防についての講話や運動等の体験プログラムを実
施します。
介護保険制度の概要やサービスの内容と利用の手続きについて説明し
ます。
介護保険制度以外の高齢者福祉サービスの内容や対象者の条件利用料
について説明します。

北秋田市における観光の状況と課題、今後の取り組みについて説明し
ます。
花の百名山で知られる森吉山について、登山道や阿仁スキー場のゴン
ドラを活用した魅力と観光開発を紹介します。

内陸線の沿革や経営状況、内陸線の沿線の魅力や内陸線を使った小旅
行コースを紹介します。

応急手当方法や救急医療体制の現状について説明します。

綴子の胡桃館遺跡、西暦915年の十和田火山大噴火などの災害から歴
史を学びます。
世界遺産をめざす伊勢堂岱遺跡の概要と見学環境整備について説明し
ます。
生涯学習に関する情報や取り組み、学校支援の活動状況や各公民館情
報について紹介します。

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）とその予防について説明
します。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

№ 講　座　名 内　　　　　　容

ロコモティブシンドロームの予防
・改善方法について
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財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
（
成
田
光
弘
会
長
）
が
主
催
す
る
平
成
25
年

度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
３
月
15
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
こ

の
１
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
18
団
体
２
５
５
人
が
特
別
功
労
賞
や
功
労

賞
、
特
別
栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

平
成
25
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

◆
特
別
功
労
賞
◆

中
嶋
　
聡（
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
）　
平
成
25
年
９
月
28
日
、
対
オ
リ
ッ
ク

ス
戦
に
出
場
し
、
野
手
で
は
日
本
プ
ロ
野
球

史
上
最
長
の
実
働
27
年
の
記
録
を
達
成
。
こ

の
間
、
史
上
初
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
３
球
団
出

場
も
果
た
し
た
。

鈴
木
芙
由
子（
陸
上
自
衛
隊
冬
季
戦
技
教
育

隊
）　
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
イ
ア
ス

ロ
ン
競
技
女
子
の
7.5
㎞
ス
プ
リ
ン
ト
、
10
㎞

追
い
抜
き
な
ど
に
出
場
し
、
日
本
チ
ー
ム
の

エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
た
。

湊
　
祐
介（
東
京
美
装
興
業
株
式
会
社
）

　
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

複
合
団
体
に
出
場
。
日
本
代
表
と
し
て
世
界

の
強
豪
を
相
手
に
持
ち
前
の
力
を
発
揮
し
、

第
５
位
の
入
賞
に
貢
献
し
た
。

◆
功
労
賞
◆

遠
藤
元
一（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

協
会
）　
鷹
巣
町
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
協
会
長
を
長
年
務
め
、
会
員
の
育
成

・
競
技
力
の
向
上
に
貢
献
。
各
種
大
会
で
優

勝
・
上
位
入
賞
な
ど
数
多
く
あ
り
、
会
員
の

模
範
と
な
っ
た
。

藤
嶋
健
一（
陸
上
競
技
協
会
）　

　
鷹
巣
町
体
育
協
会
・
陸
上
競
技
協
会
役
員

を
長
年
務
め
、
町
民
の
体
力
向
上
・
組
織
強

化
・
競
技
力
の
向
上
に
貢
献
。
鷹
巣
町
体
育

協
会
の
財
団
法
人
化
に
も
貢
献
し
た
。

　
式
典
で
は
、
現
在
も
プ
ロ
野
球
で
コ
ー
チ
兼
任
選
手
と

し
て
活
躍
す
る
中
嶋
聡
さ
ん
や
、
今
年
開
催
さ
れ
た
ソ
チ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
世
界
の
強
豪
を
相
手
に
健
闘
し
、

市
民
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
鈴
木
芙
由
子
さ
ん
、
湊
祐

介
さ
ん
に
特
別
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
長
き
に
わ
た

り
団
体
や
競
技
の
強
化
育
成
に
あ
た
ら
れ
た
遠
藤
元
一
さ

ん
、
藤
嶋
健
一
さ
ん
の
２
人
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
種
目
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
各
選
手
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
栄
光
賞
や
奨
励
賞
の
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
表
彰
の
あ
と
、
成
田
会
長
は
受
賞
者
の
功
績
を
た
た
え

る
と
と
も
に
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、
夢
を
共
有
し
て
喜
び

を
分
か
ち
あ
い
、
北
秋
田
市
の
元
気
の
源
に
な
る
こ
と
が
、

北
秋
田
市
体
育
協
会
の
『
地
域
づ
く
り
』『
夢
づ
く
り
』。

夢
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

◆
特
別
栄
光
賞
◆

鈴
木
祐
貴
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
雄
物
川
高

校
）　
第
13
回
世
界
ユ
ー
ス
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
出
場

中
田
紫
乃
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
秋
田
北
高

校
）　
第
13
回
世
界
ユ
ー
ス
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
出
場

◆
栄
光
賞（
個
人
）◆

佐
藤
大
晴（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
米
内
沢
小
学

校
）　
岩
間
大
輝（
同
）　
畠
山
卓
士（
陸
上
競

技
・
鷹
巣
中
学
校
）　
萩
野
真
紀（
同
）　
成

田
萌（
同
）　
鎌
田
偉
大（
ス
キ
ー
・
阿
仁
中

学
校
）　
工
藤
健
哉（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
秋
田

北
鷹
高
校
）　
吉
田
賢
司（
同
）　
成
田
悠
花

（
陸
上
競
技
・
秋
田
北
鷹
高
校
）　
藤
岡
眞
也

（
同
）
中
林
藤
仁（
柔
道
・
秋
田
工
業
高
校
）

　
神
成
裕
樹（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
県
特

別
支
援
学
校
体
育
連
盟
）　
長
岐
大
嗣（
同
）

　
笹
渕
文
也（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
卓
球

協
会
）　
坂
谷
勝
子（
同
）　
安
部
貞
一（
同
）

　
太
田
昭
博（
同
）　
木
村
壮
志（
ス
キ
ー
・

秋
田
北
鷹
高
校
）　
藤
田
菜
々
瀬（
同
）　
佐

藤
葵（
同
）　
中
嶋
愛
莉（
同
）

出
川
吉
弘（
ス
キ
ー
・
北
秋

田
市
ス
キ
ー
連
盟
）

髙
橋
冨
美
雄（
同
）

校
）　
簾
内
朋
未（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
）　
小
野
寺
富
男（
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）　
佐

藤
義
孝（
陸
上
競
技
・
秋
田
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
）　
斉
藤
奈
々
恵（
同
）　
糸
井

春
夫（
同
）　
木
村
四
郎（
同
）　
野
呂
博
昭

（
同
）　
加
藤
運
寿（
同
）　
神
成
由
彦（
卓
球

・
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）　
杣
沢

誠（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
秋
田
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）　
小
玉
修
平（
同
）　
簾

内
照
光（
同
）　
藤
嶋
志
朗（
同
）　
佐
藤
昭
平

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会
）　
村
上
久
仁（
野
球
・
能
代
松
陽
高

校
）　
石
川
春（
同
）　
松
尾
祐
希（
陸
上
競
技

・
秋
田
工
業
高
校
）　
岩
谷
昭
彦（
ユ
ニ
カ
ー

ル
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
）　
米
沢
幸
一（
同
） 

沼
田
キ
サ
子（
同
）　
安
部
秋
子（
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
・
北
欧
の
杜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
）　

福
田
幸
作（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
卓
球
協

会
）　
庄
司
憲
三
郎（
同
）　
明
石
安
夫（
同
） 

清
水
隆
志（
同
）　
戸
嶋
旭（
ス
キ
ー
・
秋
田

北
鷹
高
校
）　
高
橋
幸
希（
同
）　
長
谷
川
海

斗（
同
）　
馬
淵
春（
同
）　
土
濃
塚
世
奈（
同
） 

鈴
木
紗
月（
同
）　
高
橋
和
希（
ス
キ
ー
・
合

川
中
学
校
）　
土
濃
塚
悠
成（
同
）　
成
田
金

正（
ス
キ
ー
・
ス
キ
ー
連
盟
）

◆
奨
励
賞
（
団
体
）◆

合
川
中
学
校
野
球
部

関
弘
夢　
杉
渕
英
佑　
田
中
和
輝　
津
谷
陽

輝　
鈴
木
快　
小
野
友
佑　
渡
辺
瑠
央　
江

◆
栄
光
賞
（
団
体
）◆

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
男
子
駅
伝
）

佐
藤
慎
太
郎　
畠
山
卓
士　
亀
山
侑
斗　
　

三
澤
和
季　
畠
山
航
洋　
齊
藤
祐
也　
　
　

小
松
栄
梧　
津
谷
幸
希　
中
嶋
駿
介　
　
　

佐
藤
悠
祐　
佐
藤
光
之
輔　
三
澤
直
威

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
女
子
駅
伝
）

三
上
優
香　
藤
田
正
由
加　
成
田
美
緒　
　

川
村
乙
綺　
畠
山
桜　
萩
野
真
紀　
　
　
　

土
田
楓
子　
工
藤
千
翔　
中
嶋
夏
奈　
　
　

小
松
結
貴　
畠
山
和
奈

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
女
子
リ
レ
ー
）

茂
内
花
歩　
仲
居
綾　
明
石
妃
奈
子　
　
　

高
橋
美
樹　
小
坂
栞　
工
藤
美
幸　
成
田
萌

三
澤
彩
乃

雄
物
川
高
校
男
子
バ
レ
ー
部

高
橋
諒　
鈴
木
祐
貴　
畠
山
晶

花
輪
高
校
陸
上
競
技
部（
女
子
駅
伝
）

小
笠
原
朋
香　
成
田
利
奈　
村
上
史
帆

秋
田
工
業
高
校
陸
上
競
技
部（
男
子
駅
伝
）

伊
藤
篤
也　
三
沢
純
也　
松
尾
淳
之
介

北
秋
田
市
野
球
協
会

松
尾
卓　
佐
藤
諒
太　
坂
谷
薫　
篠
内
和
哉

佐
藤
晃
平　
安
井
健　
岩
川
大
輔　
松
岡
潤

三
沢
克
貴　
松
尾
吉
高　
増
田
晋
一　
長
岐

章
公　
小
笠
原
昌　
大
関
匠
太　
佐
藤
敬
太

大
関
竜
士　
藤
嶋
茂
樹　
長
岐
賢
正　
本
城

彰
太　
中
嶋
健
太　

北
秋
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会

畠
山
辰
夫　
畠
山
イ
セ　
津
谷
長
蔵　
　
　

長
岐
茂　
福
原
久
美

秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
男
子
リ
レ
ー
）

高
橋
幸
希　
戸
嶋
旭　
木
村
壮
志　
川
畑
哲

人秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
女
子
リ
レ
ー
）

中
嶋
愛
莉　
藤
田
菜
々
瀬　
佐
藤
葵

◆
奨
励
賞
（
個
人
）◆

片
山
優
希（
相
撲
・
鷹
巣
西
小
学
校
）　
髙
坂

虎
楠（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
西
小
学
校
）　
長
崎

昇
子（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協

会
）　
柴
田
敏（
相
撲
・
大
阿
仁
小
学
校
）　

佐
藤
慎
太
郎（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
中
学
校
）　

亀
山
侑
斗（
同
）　
三
澤
和
季（
同
）　
佐
藤
悠

祐（
同
）　
三
上
優
香（
同
）　
茂
内
花
歩（
同
） 

藤
田
正
由
加（
同
）　
工
藤
美
幸（
同
）　
小
坂

栞（
同
）　
成
田
美
緒（
同
）　
土
田
楓
子（
同
） 

佐
藤
弘
規（
柔
道
・
鷹
巣
中
学
校
）　
伊
藤
純

太（
野
球
・
鷹
巣
中
学
校
）　
澤
田
友
弥（
同
） 

千
葉
俊
介（
同
）　
松
橋
悠
樹（
陸
上
競
技
・

森
吉
中
学
校
）　
神
成
祐
哉（
同
）　
加
藤
義

将（
柔
道
・
森
吉
中
学
校
）　
金
勇
斗（
同
） 

武
田
直
也（
同
）　
田
﨑
愛（
ス
キ
ー
・
森
吉

中
学
校
）　
佐
藤
柚
花（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
鷹

巣
南
中
学
校
）　
金
田
健
仁（
陸
上
競
技
・
合

川
中
学
校
）　
柴
田
千
里（
同
）　
畠
山
奈
桜

（
陸
上
競
技
・
秋
田
北
鷹
高
校
）　
加
賀
谷
泰

人（
同
）　
若
松
裕
二（
柔
道
・
秋
田
北
鷹
高

校
）　
若
松
裕（
同
）　
庄
司
久
浩（
弓
道
・
秋

田
北
鷹
高
校
）　
三
澤
彩
乃（
同
）　
渡
部
達

貴（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
秋
田
北
鷹
高
校
）　
五

代
儀
美
由
紀（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
二
ツ
井
高

田
峻
介　
工
藤
晃
大
朗　
佐
藤
千
博　
西
根

皓
貴　
佐
藤
颯　
後
藤
佳
吾

森
吉
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

庄
司
健
太　
池
田
尚
也　
金
智
矢　
新
林
史

悠　
佐
藤
龍
哉　
吉
田
翼　
九
嶋
克
己　
西

根
拓
海

森
吉
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

白
沢
理
奈　
近
藤
美
緒　
櫻
田
芽
衣　
松
浦

唯　
麻
生
楓　
近
藤
明
日
香　
森
川
亜
海 

山
本
麻
衣

秋
田
北
鷹
高
校
陸
上
競
技
部（
男
子
リ
レ
ー
）

簾
内
勇
拳　
越
前
谷
貴
彦　
小
玉
恭
兵

大
高
裕
貴　
細
田
辰
巳　
中
嶋
歩
夢

秋
田
北
鷹
高
等
学
校
女
子
弓
道
部

金
田
恵
実　
鈴
木
布
由
子　
豊
村
茉
知
子

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

布
袋
屋
虎
太
朗　
金
井
京
太
郎　
西
根
一
輝

岩
間
一
博　
武
石
新
太
郎　
近
藤
一
歩　
三

浦
伊
吹　
佐
藤
海
人　
桜
田
涼
祐　
渡
辺
翔

也　
渡
部
達
貴　
九
嶋
光
希　
渡
辺
浩
二

北
秋
田
市
野
球
協
会

秋
元
哲
郎　
佐
藤
光
悦　
田
村
正
男　
渡
辺

勲　
村
上
修
三　
松
尾
茂
男　
田
中
三
夫 

成
田
優　
黒
澤
幸
一　
長
岐
正
喜　
畠
山
和

雄　
村
上
進　
武
藤
優
悦　
岩
川
孝
秀　
佐

藤
速
夫　
岩
川
龍
也　
花
田
鉄
雄　
野
呂
豊

彦　
戸
島
功
樹　
佐
藤
正
行　
藤
嶋
健
越
郎

北
秋
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

佐
藤
伸
秋　
金
田
成　
佐
藤
一
成　
高
橋
志

成　
熊
谷
智
哉　
出
川
謙
佑　
菅
原
光
裕 

津
谷
翔　
三
沢
慶
太　
畠
山
光
大　
長
崎
馨

さ
と
し

ふ

ゆ

こ

ゆ
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け

げ
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ち
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た
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◆
特
別
功
労
賞
◆

中
嶋
　
聡（
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
）　
平
成
25
年
９
月
28
日
、
対
オ
リ
ッ
ク

ス
戦
に
出
場
し
、
野
手
で
は
日
本
プ
ロ
野
球

史
上
最
長
の
実
働
27
年
の
記
録
を
達
成
。
こ

の
間
、
史
上
初
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
３
球
団
出

場
も
果
た
し
た
。

鈴
木
芙
由
子（
陸
上
自
衛
隊
冬
季
戦
技
教
育

隊
）　
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
イ
ア
ス

ロ
ン
競
技
女
子
の
7.5
㎞
ス
プ
リ
ン
ト
、
10
㎞

追
い
抜
き
な
ど
に
出
場
し
、
日
本
チ
ー
ム
の

エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
た
。

湊
　
祐
介（
東
京
美
装
興
業
株
式
会
社
）

　
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

複
合
団
体
に
出
場
。
日
本
代
表
と
し
て
世
界

の
強
豪
を
相
手
に
持
ち
前
の
力
を
発
揮
し
、

第
５
位
の
入
賞
に
貢
献
し
た
。

◆
功
労
賞
◆

遠
藤
元
一（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

協
会
）　
鷹
巣
町
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
協
会
長
を
長
年
務
め
、
会
員
の
育
成

・
競
技
力
の
向
上
に
貢
献
。
各
種
大
会
で
優

勝
・
上
位
入
賞
な
ど
数
多
く
あ
り
、
会
員
の

模
範
と
な
っ
た
。

藤
嶋
健
一（
陸
上
競
技
協
会
）　

　
鷹
巣
町
体
育
協
会
・
陸
上
競
技
協
会
役
員

を
長
年
務
め
、
町
民
の
体
力
向
上
・
組
織
強

化
・
競
技
力
の
向
上
に
貢
献
。
鷹
巣
町
体
育

協
会
の
財
団
法
人
化
に
も
貢
献
し
た
。

◆
特
別
栄
光
賞
◆

鈴
木
祐
貴
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
雄
物
川
高

校
）　
第
13
回
世
界
ユ
ー
ス
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
出
場

中
田
紫
乃
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
秋
田
北
高

校
）　
第
13
回
世
界
ユ
ー
ス
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
出
場

◆
栄
光
賞（
個
人
）◆

佐
藤
大
晴（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
米
内
沢
小
学

校
）　
岩
間
大
輝（
同
）　
畠
山
卓
士（
陸
上
競

技
・
鷹
巣
中
学
校
）　
萩
野
真
紀（
同
）　
成

田
萌（
同
）　
鎌
田
偉
大（
ス
キ
ー
・
阿
仁
中

学
校
）　
工
藤
健
哉（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
秋
田

北
鷹
高
校
）　
吉
田
賢
司（
同
）　
成
田
悠
花

（
陸
上
競
技
・
秋
田
北
鷹
高
校
）　
藤
岡
眞
也

（
同
）
中
林
藤
仁（
柔
道
・
秋
田
工
業
高
校
）

　
神
成
裕
樹（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
県
特

別
支
援
学
校
体
育
連
盟
）　
長
岐
大
嗣（
同
）

　
笹
渕
文
也（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
卓
球

協
会
）　
坂
谷
勝
子（
同
）　
安
部
貞
一（
同
）

　
太
田
昭
博（
同
）　
木
村
壮
志（
ス
キ
ー
・

秋
田
北
鷹
高
校
）　
藤
田
菜
々
瀬（
同
）　
佐

藤
葵（
同
）　
中
嶋
愛
莉（
同
）

出
川
吉
弘（
ス
キ
ー
・
北
秋

田
市
ス
キ
ー
連
盟
）

髙
橋
冨
美
雄（
同
）

校
）　
簾
内
朋
未（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
）　
小
野
寺
富
男（
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）　
佐

藤
義
孝（
陸
上
競
技
・
秋
田
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
）　
斉
藤
奈
々
恵（
同
）　
糸
井

春
夫（
同
）　
木
村
四
郎（
同
）　
野
呂
博
昭

（
同
）　
加
藤
運
寿（
同
）　
神
成
由
彦（
卓
球

・
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）　
杣
沢

誠（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
秋
田
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）　
小
玉
修
平（
同
）　
簾

内
照
光（
同
）　
藤
嶋
志
朗（
同
）　
佐
藤
昭
平

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会
）　
村
上
久
仁（
野
球
・
能
代
松
陽
高

校
）　
石
川
春（
同
）　
松
尾
祐
希（
陸
上
競
技

・
秋
田
工
業
高
校
）　
岩
谷
昭
彦（
ユ
ニ
カ
ー

ル
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
）　
米
沢
幸
一（
同
） 

沼
田
キ
サ
子（
同
）　
安
部
秋
子（
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
・
北
欧
の
杜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
）　

福
田
幸
作（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
卓
球
協

会
）　
庄
司
憲
三
郎（
同
）　
明
石
安
夫（
同
） 

清
水
隆
志（
同
）　
戸
嶋
旭（
ス
キ
ー
・
秋
田

北
鷹
高
校
）　
高
橋
幸
希（
同
）　
長
谷
川
海

斗（
同
）　
馬
淵
春（
同
）　
土
濃
塚
世
奈（
同
） 

鈴
木
紗
月（
同
）　
高
橋
和
希（
ス
キ
ー
・
合

川
中
学
校
）　
土
濃
塚
悠
成（
同
）　
成
田
金

正（
ス
キ
ー
・
ス
キ
ー
連
盟
）

◆
奨
励
賞
（
団
体
）◆

合
川
中
学
校
野
球
部

関
弘
夢　
杉
渕
英
佑　
田
中
和
輝　
津
谷
陽

輝　
鈴
木
快　
小
野
友
佑　
渡
辺
瑠
央　
江

◆
栄
光
賞
（
団
体
）◆

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
男
子
駅
伝
）

佐
藤
慎
太
郎　
畠
山
卓
士　
亀
山
侑
斗　
　

三
澤
和
季　
畠
山
航
洋　
齊
藤
祐
也　
　
　

小
松
栄
梧　
津
谷
幸
希　
中
嶋
駿
介　
　
　

佐
藤
悠
祐　
佐
藤
光
之
輔　
三
澤
直
威

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
女
子
駅
伝
）

三
上
優
香　
藤
田
正
由
加　
成
田
美
緒　
　

川
村
乙
綺　
畠
山
桜　
萩
野
真
紀　
　
　
　

土
田
楓
子　
工
藤
千
翔　
中
嶋
夏
奈　
　
　

小
松
結
貴　
畠
山
和
奈

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
女
子
リ
レ
ー
）

茂
内
花
歩　
仲
居
綾　
明
石
妃
奈
子　
　
　

高
橋
美
樹　
小
坂
栞　
工
藤
美
幸　
成
田
萌

三
澤
彩
乃

雄
物
川
高
校
男
子
バ
レ
ー
部

高
橋
諒　
鈴
木
祐
貴　
畠
山
晶

花
輪
高
校
陸
上
競
技
部（
女
子
駅
伝
）

小
笠
原
朋
香　
成
田
利
奈　
村
上
史
帆

秋
田
工
業
高
校
陸
上
競
技
部（
男
子
駅
伝
）

伊
藤
篤
也　
三
沢
純
也　
松
尾
淳
之
介

北
秋
田
市
野
球
協
会

松
尾
卓　
佐
藤
諒
太　
坂
谷
薫　
篠
内
和
哉

佐
藤
晃
平　
安
井
健　
岩
川
大
輔　
松
岡
潤

三
沢
克
貴　
松
尾
吉
高　
増
田
晋
一　
長
岐

章
公　
小
笠
原
昌　
大
関
匠
太　
佐
藤
敬
太

大
関
竜
士　
藤
嶋
茂
樹　
長
岐
賢
正　
本
城

彰
太　
中
嶋
健
太　

北
秋
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会

畠
山
辰
夫　
畠
山
イ
セ　
津
谷
長
蔵　
　
　

長
岐
茂　
福
原
久
美

秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
男
子
リ
レ
ー
）

高
橋
幸
希　
戸
嶋
旭　
木
村
壮
志　
川
畑
哲

人秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
女
子
リ
レ
ー
）

中
嶋
愛
莉　
藤
田
菜
々
瀬　
佐
藤
葵

◆
奨
励
賞
（
個
人
）◆

片
山
優
希（
相
撲
・
鷹
巣
西
小
学
校
）　
髙
坂

虎
楠（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
西
小
学
校
）　
長
崎

昇
子（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協

会
）　
柴
田
敏（
相
撲
・
大
阿
仁
小
学
校
）　

佐
藤
慎
太
郎（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
中
学
校
）　

亀
山
侑
斗（
同
）　
三
澤
和
季（
同
）　
佐
藤
悠

祐（
同
）　
三
上
優
香（
同
）　
茂
内
花
歩（
同
） 

藤
田
正
由
加（
同
）　
工
藤
美
幸（
同
）　
小
坂

栞（
同
）　
成
田
美
緒（
同
）　
土
田
楓
子（
同
） 

佐
藤
弘
規（
柔
道
・
鷹
巣
中
学
校
）　
伊
藤
純

太（
野
球
・
鷹
巣
中
学
校
）　
澤
田
友
弥（
同
） 

千
葉
俊
介（
同
）　
松
橋
悠
樹（
陸
上
競
技
・

森
吉
中
学
校
）　
神
成
祐
哉（
同
）　
加
藤
義

将（
柔
道
・
森
吉
中
学
校
）　
金
勇
斗（
同
） 

武
田
直
也（
同
）　
田
﨑
愛（
ス
キ
ー
・
森
吉

中
学
校
）　
佐
藤
柚
花（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
鷹

巣
南
中
学
校
）　
金
田
健
仁（
陸
上
競
技
・
合

川
中
学
校
）　
柴
田
千
里（
同
）　
畠
山
奈
桜

（
陸
上
競
技
・
秋
田
北
鷹
高
校
）　
加
賀
谷
泰

人（
同
）　
若
松
裕
二（
柔
道
・
秋
田
北
鷹
高

校
）　
若
松
裕（
同
）　
庄
司
久
浩（
弓
道
・
秋

田
北
鷹
高
校
）　
三
澤
彩
乃（
同
）　
渡
部
達

貴（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
秋
田
北
鷹
高
校
）　
五

代
儀
美
由
紀（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
二
ツ
井
高

田
峻
介　
工
藤
晃
大
朗　
佐
藤
千
博　
西
根

皓
貴　
佐
藤
颯　
後
藤
佳
吾

森
吉
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

庄
司
健
太　
池
田
尚
也　
金
智
矢　
新
林
史

悠　
佐
藤
龍
哉　
吉
田
翼　
九
嶋
克
己　
西

根
拓
海

森
吉
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

白
沢
理
奈　
近
藤
美
緒　
櫻
田
芽
衣　
松
浦

唯　
麻
生
楓　
近
藤
明
日
香　
森
川
亜
海 

山
本
麻
衣

秋
田
北
鷹
高
校
陸
上
競
技
部（
男
子
リ
レ
ー
）

簾
内
勇
拳　
越
前
谷
貴
彦　
小
玉
恭
兵

大
高
裕
貴　
細
田
辰
巳　
中
嶋
歩
夢

秋
田
北
鷹
高
等
学
校
女
子
弓
道
部

金
田
恵
実　
鈴
木
布
由
子　
豊
村
茉
知
子

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

布
袋
屋
虎
太
朗　
金
井
京
太
郎　
西
根
一
輝

岩
間
一
博　
武
石
新
太
郎　
近
藤
一
歩　
三

浦
伊
吹　
佐
藤
海
人　
桜
田
涼
祐　
渡
辺
翔

也　
渡
部
達
貴　
九
嶋
光
希　
渡
辺
浩
二

北
秋
田
市
野
球
協
会

秋
元
哲
郎　
佐
藤
光
悦　
田
村
正
男　
渡
辺

勲　
村
上
修
三　
松
尾
茂
男　
田
中
三
夫 

成
田
優　
黒
澤
幸
一　
長
岐
正
喜　
畠
山
和

雄　
村
上
進　
武
藤
優
悦　
岩
川
孝
秀　
佐

藤
速
夫　
岩
川
龍
也　
花
田
鉄
雄　
野
呂
豊

彦　
戸
島
功
樹　
佐
藤
正
行　
藤
嶋
健
越
郎

北
秋
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

佐
藤
伸
秋　
金
田
成　
佐
藤
一
成　
高
橋
志

成　
熊
谷
智
哉　
出
川
謙
佑　
菅
原
光
裕 

津
谷
翔　
三
沢
慶
太　
畠
山
光
大　
長
崎
馨
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北秋田市民歌の曲が決定／市立たかのす幼稚園閉園式

市
民
歌
制
定
委
員
長
が
市
長
へ
報
告

北
秋
田
市
民
歌
の
曲
が
決
定

34
年
の
歴
史
に
幕
下
ろ
す

  
北
秋
田
市
民
歌
制
定
委
員
会
の
亀
谷
健

樹
委
員
長
が
、
３
月
14
日
に
市
役
所
を
訪

れ
、
同
委
員
会
が
市
民
歌
の
曲
を
選
定
し

た
こ
と
を
津
谷
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。        

　
市
民
歌
の
曲
に
選
定
さ
れ
た
の
は
、
鳥

取
市
在
住
で
作
曲
家
の
道
谷
増
夫
さ
ん

（
58
歳
）
の
作
品
で
す
。

　
市
民
歌
は
、
平
成
26
年
度
に
予
定
し
て

い
る
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
で
の
発

表
を
目
指
し
、
平
成
23
年
12
月
26
日
に
市

民
歌
制
定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
７
月
1

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
公
募
し
た
と
こ
ろ

50
件
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
奈

市
立
た
か
の
す
幼
稚
園
閉
園
式

良
県
生
駒
市
の
岡
部
剛
機
さ
ん
の
作
品
が

最
優
秀
賞
に
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
県
内
外
か
ら
作
曲
の
応
募
が
あ
っ
た

27
人
全
員
に
最
優
秀
賞
の
歌
詞
を
送
付
し
、

う
ち
23
人
か
ら
楽
譜
や
音
源
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
審
査
で
は
５
人
の
委
員
が
全
曲

を
聴
き
、
そ
れ
ぞ
れ
３
点
ず
つ
を
推
薦
し
、

さ
ら
に
議
論
を
重
ね
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
報
告
に
訪
れ
た
亀
谷
委
員
長

は
、
選
定
し
た
楽
譜
を
津
谷
市
長
に
手
渡

し
「
市
民
歌
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
歌
わ
れ
る
曲
な
の
で
歌
い
や
す
く
、
さ

ら
に
新
し
い
時
代
の
若
々
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
曲
で
あ
り
た
い
と
の

思
い
で
審
査
し
ま
し
た
。
選
定
し
た
曲
は

大
変
優
れ
て
い
る
作
品
だ
と
思
い
ま
す
」

な
ど
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
津
谷
市
長
は
「
懸
案
の
市

民
歌
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
、
早
速
、
C
D
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
メ
ロ
デ
ィ
を
聴
き
「
さ
わ
や
か
な

風
が
渡
っ
て
く
る
よ
う
で
、
後
半
で
は
盛

り
上
が
り
、
市
が
希
望
を
持
て
る
よ
う
な

格
調
の
高
い
曲
。
歌
い
や
す
そ
う
で
、
市

民
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思
う
。
早
く

演
奏
や
合
唱
用
の
楽
譜
を
作
っ
て
、
合
併

10
周
年
の
記
念
式
典
で
発
表
し
た
い
」
な

ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
立
た
か
の
す
幼
稚
園
（
園
長

・
三
澤
仁
教
育
長
）
の
閉
園
式
が
、
３
月

13
日
に
坊
沢
公
民
館
で
行
わ
れ
、
保
護
者

や
地
域
住
民
な
ど
約
60
人
が
出
席
し
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
園
舎

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　
同
幼
稚
園
は
、
昭
和
55
年
、
鷹
巣
町
立

西
幼
稚
園
と
し
て
開
園
。
平
成
17
年
の
市

町
村
合
併
に
伴
い
、
名
称
を
北
秋
田
市
立

鷹
巣
西
幼
稚
園
に
変
更
し
、
19
年
に
は
糠

沢
の
鷹
巣
北
幼
稚
園
と
統
合
し
現
在
の
園

名
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
化
な

ど
か
ら
園
児
が
年
々
減
少
し
、
来
年
度
の

入
園
希
望
者
が
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

P
T
A
、
幼
稚
園
評
議
員
、
地
元
自
治
会

な
ど
の
意
見
も
聞
き
閉
園
を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
卒
園
者
は
６
８
２
人
に
の
ぼ

り
ま
す
。　

　
閉
園
式
で
三
澤
園
長
は
「
園
児
数
は
、

昭
和
56
年
の
90
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、

今
年
度
は
５
歳
児
４
人
と
な
り
、
誠
に
残

念
で
す
が
、
本
年
度
を
も
っ
て
閉
園
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
社
会
状
勢

が
ど
う
変
わ
ろ
う
と
も
幼
児
教
育
の
重
要

性
は
不
変
で
、
今
後
ま
す
ま
す
教
育
の
柱

に
な
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
る
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
津
谷
市
長
は
「
少

子
化
と
社
会
情
勢
の
変
化
で
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
、
や
む
な
く
閉
園
と
な
っ
た
こ

と
を
誠
に
残
念
に
思
う
。
皆
さ
ん
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
行
っ
て
き
た
幼
児
教
育
へ
の

努
力
と
情
熱
は
、
貴
重
な
財
産
と
し
て
生

き
続
け
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
」
な
ど
と

述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
園
児
４
人
が
「
私
と
小
鳥
と

鈴
と
」「
た
い
せ
つ
な
と
も
だ
ち
〜
あ
り
が

と
う
よ
う
ち
え
ん
」
の
２
曲
を
手
話
を
交

え
て
元
気
に
歌
い
、
34
年
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
閉
園
式
に
先
立
ち
、

最
後
の
卒
園
証
書
授
与
式
が
同
園
で
行
わ

れ
、
４
人
の
卒
園
児
た
ち
が
、
思
い
出
の

園
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

▲閉園式で、振りを交えた歌を披露する
園児

▲津谷市長へ選定した楽譜を手渡す亀谷
健樹委員長

た
け
き
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北秋田市医療講演会／市長ダイアリー

　
北
秋
田
市
医
療
講
演
会
が
、
２
月
22
日

に
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約
２
１

０
人
の
市
民
ら
が
来
場
し
、
講
演
を
聴
き

な
が
ら
地
域
医
療
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　
医
療
講
演
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
医
政

局
指
導
課
医
師
確
保
等
地
域
医
療
対
策
室

在
宅
医
療
推
進
室
長
の
佐
々
木
昌
弘
氏
が

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
と
医
師
確
保
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
津
谷
市
長
は
「
北
秋

田
地
域
の
医
療
圏
は
、
ま
だ
ま
だ
医
師
不

足
で
す
。
市
と
し
て
も
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
行
政
だ
け
で
は
力
が
足

り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
同
じ
よ

う
に
問
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
主

催
者
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
講
演
の
冒
頭
で
佐
々
木
氏
は
「
北
秋
田

市
が
、
相
当
な
苦
労
や
不
安
、
心
配
を
抱

え
な
が
ら
市
民
病
院
の
建
設
と
い
う
決
断

を
さ
れ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
厚
生
労

働
省
か
ら
す
れ
ば
、
大
正
解
な
政
策
だ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
医

療
を
考
え
た
と
き
の
体
制
の
準
備
は
で
き

て
い
る
の
で
、
厚
生
労
働
省
で
も
せ
っ
か

く
整
っ
た
体
制
を
生
か
す
た
め
、
医
師
確

保
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
の
な
か
で
最
大
の
課

題
で
あ
る
医
師
不
足
に
つ
い
て
は
「
医
師

の
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。
な
ぜ
医

師
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
の
か

は
、
昔
の
医
師
の
よ
う
に
広
い
分
野
で
診

察
で
き
る
医
師
が
少
な
く
な
り
、
専
門
的

な
医
師
が
増
え
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
医
師
が
県
庁
所
在
地

に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
地
域
医
療
計
画

を
立
て
、
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
聴
講
者
は
、
時
折
笑
い
を
誘
う
佐
々
木

氏
の
話
に
聞
き
入
り
な
が
ら
、
改
め
て
地

域
医
療
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

北
秋
田
市
医
療
講
演
会

よ
り
良
い
医
療
環
境
を
市
民
と
共
に
考
え
る

◇
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

２
月
16
日（
日
）▽
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら（
葛
黒
地
区
）

　
　
20
日（
木
）▽
中
学
校
北
秋
田
合
同
ス
キ
ー
チ
ー
ム
全
国
大
会
・
東
北
大
会
出
場
報

告（
本
庁
舎
）

　
　
21
日（
金
）▽
北
秋
田
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会　
答
申（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
▽
鷹
巣
地
区
農
事
組
合
法
人
協
議
会
平
成
25
年
度
総
会（
丸
留
旅
館
）

　
　
22
日（
土
）▽
北
秋
田
市
医
療
講
演
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
　

24
日（
月
）▽
鷹
巣
建
設
技
能
組
合
全
建
連
建
築
技
能
競
技
大
会
出
場
報
告（
本

庁
舎
）▽
第
３
回
森
吉
山
ダ
ム
水
源
地
域
活
性
協
議
会（
四
季
美
館
）

　
　
25
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）

３
月
１
日（
土
）▽
秋
田
県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
第
３
回
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

　
　
３
日（
月
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道（
株
）
第
93
回
定
例
取
締
役
会（
秋
田
市
）

　
　
５
日（
水
）▽
平
成
25
年
度
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

　
　
６
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
第
２
回
北
秋

田
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
会
議（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
実
行
委
員
会（
本
庁
舎
）

　
　
７
日（
金
）▽
省
庁
訪
問（
東
京
都
）

　
　
８
日（
土
）▽
大
館・北
鹿
地
区
自
衛
隊
入
隊
予

　
　
　
　
　
　
定
者
激
励
会（
大
館
市
）

　
　
９
日（
日
）▽
鷹
巣
中
学
校
平
成
25
年
度
卒
業

　
　
　
　
　
　
証
書
授
与
式（
同
校
）

　
　
13
日（
木
）▽
た
か
の
す
幼
稚
園
卒
園
式
・
閉

　
　
　
　
　
　
園
式（
同
園・坊
沢
公
民
館
）

　
　
15
日（
土
）▽
綴
子
小
学
校
平
成
25
年
度
卒
業

　
　
　
　
　
　
証
書
授
与
式（
同
校
）

　
　
　
　
　
　
▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
ツ
賞
表
彰
式（
文
化
会
館
）

▲市民ら 210 人が来場し、医療環境を考
えた講演会

▲３月６日に行われた定例記者会見
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文
化
遺
産
保
存
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
照
内

捷
二
・
実
行
委
員
長
）
が
、
３
月
１
日
に
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
、
活
動
報
告
や
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
文
化

遺
産
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の
方
策
を
探

り
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
始
め
に
平
成
23
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
伝
統
文
化
の
継
承
、

文
化
財
マ
ッ
プ
の
作
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
養
成
等
の
活
動
を
報
告
。
続
い
て
、

文
化
庁
文
化
財
部
参
事
官
付
文
化
財
調
査
官

の
梅
津
章
子
氏
が
「
市
民
と
と
も
に
生
き
る

文
化
遺
産
〜
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
〜
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
文
化
遺
産
活
用
の
未
来
像
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
文
化
遺
産
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

▲市の文化遺産の活用方法など話し合った
パネルデスカッション

文化財活用の未来像を探る ●文化遺産保存活用フォーラム

　
合
川
の
お
雛
ま
つ
り
が
、
３
月
1
日
と
２

日
、
市
老
人
憩
い
の
家「
こ
と
ぶ
き
荘
」で
開

催
さ
れ
、
地
域
に
伝
わ
る
雛
人
形
が
市
内
外

か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
お
雛
ま
つ
り
は
、
合
川
の
魅
力
を
紹
介
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
合
川
駅
前
地
域

活
性
化
協
議
会
と
合
川
駅
前
自
治
会
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。

　
会
場
の
こ
と
ぶ
き
荘
に
は
、
櫻
井
巌
さ
ん

（
下
杉
）
の
「
平
兵
衛
資
料
館
」
所
蔵
の
、

江
戸
時
代
後
期
の
雛
人
形
を
始
め
、
押
し
絵

雛
、
土
人
形
、
着
物
、
お
め
で
た
い
席
で
使

わ
れ
た
食
器
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
所
有
者
か
ら
説
明
を

聞
き
、
現
代
に
伝
え
る
昔
の
生
活
様
式
や
文

化
に
触
れ
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
じ
っ
く
り
と

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。　

▲珍しい雛人形などを、じっくり鑑賞する
来場者

地域に伝わる雛人形を展示 ●合川のお雛まつり

　
第
34
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
が
、
２

月
23
日
に
県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
開
か
れ
、
市

内
外
か
ら
訪
れ
た
幼
児
か
ら
80
代
ま
で
約
２
５

０
人
の
参
加
者
が
、
広
大
な
雪
原
で
自
然
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
歩
く
ス
キ
ー
は
、
親
と
子
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
冬
季
の
体
力
づ
く
り
の
た
め
の
軽
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
年
々
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
公
園
内
に
設
け
ら
れ
た
１
キ
ロ
、

３
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、
８
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
元
気
に
滑
走
。
中
に
は
２

周
、
３
周
す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
は
、
温
か
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ

た
ほ
か
、
合
川
特
産
の
比
内
地
鶏
キ
リ
タ
ン
ポ

セ
ッ
ト
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
用
ス
キ
ー
、
温

泉
入
浴
券
、
お
米
な
ど
約
１
０
０
本
の
景
品
が

当
た
る
抽
選
会
に
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

▲思い思いのペースでスキーを滑らせる参
加者

自然とふれあい心地よい汗 ●第34回県民歩くスキーのつどい
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「
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト 

in　

あ
に
」
が
、
２
月
22
日
に
阿
仁
合
駅
前
周
辺

な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
、
大
勢
の
人
が
幻
想

的
な
雪
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
、
ミ
ニ
か
ま
く
ら
や
雪
の
壁
に

穴
を
あ
け
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
が
作
ら

れ
た
ほ
か
、
５
か
所
の
会
場
に
は
、
積
み
上

げ
た
雪
山
に
穴
を
あ
け
、
カ
ラ
フ
ル
に
ペ
イ

ン
ト
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
「
ス

ノ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
」
も
作
ら
れ
、
辺
り
は
温

か
な
雪
明
か
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
阿
仁
異
人
館
を
、
秋
田
大
学
北
秋

田
分
校
デ
ザ
イ
ン
の
「
森
吉
山
」
と
「
安
の

滝
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青
と
白
の
L
E
D
を

使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
っ
た
ほ
か
、

花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
音
と
光
で
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▲阿仁異人館に飾られたきらびやかなイル
ミネーション

街を幻想的な雰囲気に演出 ●スノーキャンドルストリート in あに

▲今年度の活躍を報告する中学校の北秋田
合同スキーチームの代表の皆さん

東北・全国大会での活躍を報告 ●北秋田合同スキーチーム

▲小田野直武が描いた絵を解説する、山本丈
志氏

身近な歴史をみんなで学ぶ ●阿仁合ぶらぶらガイド養成講座
　
阿
仁
合
ぶ
ら
ぶ
ら
ガ
イ
ド
養
成
講
座
が
、

２
月
22
日
に
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
受
講
し
た
80
人
の
市
民
ら
が
、
地
元

に
関
す
る
歴
史
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
座
は
、
阿
仁
合
駅
前
活
性
化
実
行
委
員

会
阿
仁
合
ぶ
ら
ぶ
ら
ガ
イ
ド
（
戸
嶋
喬
会

長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、
秋
田
蘭
画
の
研

究
で
知
ら
れ
る
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
主
任

学
芸
主
事
の
山
本
丈
志
氏
が
、「
平
賀
源
内
と

小
田
野
直
武
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
山
本
氏
は
、
平
賀
源
内
が
阿
仁
鉱

山
を
訪
れ
た
時
代
背
景
や
経
緯
、
角
館
生
ま

れ
で
秋
田
藩
士
の
小
田
野
直
武
に
西
洋
画
法

を
伝
え
秋
田
蘭
画
が
誕
生
し
た
こ
と
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
、

地
元
の
歴
史
を
学
ぼ
う
と
メ
モ
を
と
り
な
が

ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

た
か
し

　
中
学
校
ス
キ
ー
の
東
北
大
会
及
び
全
国
大

会
に
出
場
し
た
、
北
秋
田
合
同
ス
キ
ー
チ
ー

ム
の
選
手
ら
が
、
２
月
20
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

津
谷
市
長
に
大
会
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　

同
ス
キ
ー
チ
ー
ム
は
、
市
内
の
５
中
学
校

と
上
小
阿
仁
中
学
校
の
生
徒
で
結
成
さ
れ
て

お
り
、
合
同
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
北
大
会
及
び
全
国
大
会
に
は
、
同
チ
ー

ム
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
７
人
が
出
場
。
東
北
大
会

の
男
子
５
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
で
は
、
鎌

田
偉
大
さ
ん
（
阿
仁
中
３
年
）
が
優
勝
、
高

橋
和
希
さ
ん
（
合
川
中
２
年
）
が
２
位
と
い

う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
大
会
の
男
子
リ
レ
ー
に
は
鎌
田
さ
ん
、

高
橋
さ
ん
、
土
濃
塚
悠
成
さ
ん
（
合
川
中
２

年
）
が
秋
田
県
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

出
場
し
、
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
う
だ
い

か
ず
き

ゆ
う
せ
い
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わかち愛のこころとご近所力を高めるわかち愛のこころとご近所力を高める

　森吉公民館の公開講座「鳥居先生のハートフル講
話会」が３月14日、森吉コミュニティセンターを会
場に開かれ、参加者80人が、地域で幸せに生きてい
くことの意味を探りました。
　講座では、地域福祉アドバイザーの鳥居一頼氏が
『わかち愛のこころとご近所力を高める』をテーマに、
地域と家庭とのつながり、近所付き合いの大切さや
地域づくりと町内会など様々な角度から講話しまし
た。また、講座の合間には、市社会福祉協議会ス
タッフによる即席劇団が寸劇を披露し、会場は大い 　▲地域と家庭とのつながりについて語る鳥居氏

に盛り上がりました。参加者は支え合いと助け合い
の大切さを実感し、心あたたまる講座となりました。

白石光隆ピアノリサイタル白石光隆ピアノリサイタル

　浜辺の歌音楽館第87回定期演奏会「白石光隆ピア
ノリサイタル」が２月22日、浜辺の歌音楽館で開催
され、約60人の来場者がピアノの奏でるメロディに
酔いしれました。
　今年度は、成田為三生誕120周年と浜辺の歌音楽
館が開館して25周年記念となる節目にあたります。
　演奏会では、白石さんのトークを交えながら14曲
が演奏され、前半はドイツ留学をしていた成田為三
にちなみ、ドイツ作曲家の作品や成田為三の『浜辺
の歌変奏曲』を、後半は浜辺の歌音楽館が初演とな 　▲ピアノ演奏で来場者を魅了した白石氏

る曲「長生淳作曲の『春紡ぎ』」が披露され、記念す
る年にふさわしい演奏会になりました。

～森吉公民館公開講座～

～浜辺の歌音楽館第87回定期演奏会～

地域の特産品に育てたい地域の特産品に育てたい

　大阿仁地区の家庭で作られている「山ぶどう漬
け」を知ってもらおうと、大阿仁公民館主催の「山
ぶどう漬けフェスタ」が２月23日、内陸線比立内
駅の交流スペースで行われました。
　「山ぶどう漬け」は、大根の一夜漬けに山ぶどう
の砂糖煮をからめたもので、山ぶどうの色とほのか
な甘味、パリッとした食感が特徴です。
　当日は、地元の主婦たちが持ち寄った「山ぶどう
漬け」や「ビール漬け」を50人以上の来訪者に振
る舞いながら、漬け物談義に花を咲かせました。ま 　▲山ぶどう漬けなどを味わう参加者

た、「今年の秋はぜひ特産品として売り出したい」な
どと商品化について意欲をのぞかせていました。～山ぶどう漬けフェスタ～

とりいかずより
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学びの広場

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
を
総
じ
て
獅
子
踊

り
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
獅
子
舞
の
雄
獅

子
、
中
獅
子
、
雌
獅
子
は
、
五
穀
豊
穣

と
獅
子
た
ち
の
恋
の
葛
藤
を
演
舞
で
表

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
竹
義
和
が
阿
仁
地
方
を
訪
れ
た
時
、

こ
の
芸
能
を
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
と
て

も
気
に
入
ら
れ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

＊
佐
竹
義
宣
（
よ
し
の
ぶ
）

　
出
羽
久
保
田
藩
主
初
代：佐
竹
氏
20
代
当
主

＊
佐
竹
義
和
（
よ
し
ま
さ
）

　
出
羽
久
保
田
藩
主
９
代：佐
竹
氏
28
代
当
主

◇
毎
年
８
月
13
日
公
開
（
地
域
内
各
所

で
演
ず
る
）。北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会

へ
過
去
２
回
、

秋
田
県
民
俗

芸
能
大
会
へ

数
回
出
演
。

市
内
地
域
行

事
へ
参
加
。

▽
昭
和
39
年

秋
田
県
無
形

民
俗
文
化
財

指
定

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料
、
国
際
教
養
大
学
総
合
報
告
書
、

保
存
会
聞
き
取
り
、「
広
辞
苑
」
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

73

秋
田
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　（
民
俗
芸
能
）

○「
阿
仁
前
田
獅
子
踊
り
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
阿
仁
前
田

◇
管
理
者　
阿
仁
前
田
獅
子
踊
り
保
存
会

〈
内
容
〉

　
獅
子
踊
り
の
巡
行
は
、
参
勤
交
代
の

行
列
を
真
似
た
も
の
で
、
と
て
も
賑
や

か
な
格
式
の
高
い
も
の
と
さ
れ
、
こ
の

行
列
を
「
ぶ
っ
込
み
」
ま
た
は
「
通

り
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

※
参
勤
交
代
〜
幕
府
が
大
名
に
課
し
た
義

務
の
ひ
と
つ
で
、
隔
年
ご
と
に
石
高
に
応

じ
た
人
数
を
引
き
連
れ
江
戸
屋
敷
に
出
府

し
、
一
定
期
間
居
住
し
て
将
軍
の
統
制
下

に
入
る
制
度
。
大
名
の
領
地
を
移
し
替
え

る
こ
と
を
国
替
え
と
い
う（
大
名
統
制
策
）。

〈
起
源
〉

　
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
年
）
佐
竹
義

宣
が
水
戸
（
現
茨
城
県
）
か
ら
秋
田
に

国
替
え
を
命
じ
ら
れ
た
時
、
主
君
を
慰

め
る
と
同
時
に
行
軍
の
士
気
を
高
め
る

た
め
に
演
じ
ら
れ
た
道
中
芸
が
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
構
成
〉

　
豊
作
祈
願
と
厄
払
い
の
踊
り
で
、
獅

子
舞
、
奴
踊
り
、
駒
踊
り
（
駒
踏
み
）、

棒
使
い
（
八
つ
払
い
）、
万
歳
、
神
楽

　
平
成
26
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区
で

開
講
し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
公
民
館

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
運
営
費（
参
加
費
）は
、い
ず
れ
も
千
円
で
す
。

〇
高
鷹
大
学

テ
ー
マ　

「
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、
と
も
に
学
ぼ
う
」

内
容　
全
体
講
座
な
ど
年
６
回
程
度
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
月
１
〜
２
回
。

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日
〜
４
月
16
日

　
　
　
中
央
公
民
館　
☎
62‐

１
１
３
０

〇
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

テ
ー
マ

「
学
び
続
け
る
喜
び
の
発
見
と
仲
間
作
り
」

内
容　
年
８
回
実
施
の
予
定
（
学
習
会
、

移
動
研
修
、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日
〜
４
月
25
日

　
　
　
合
川
公
民
館　
☎
78‐

２
１
１
４

〇
森
吉
大
学

テ
ー
マ

「
ふ
る
さ
と
に
生
き
が
い
を
求
め
て
学
ぶ
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定
（
講
演
会
、

移
動
研
修
、
学
習
会
な
ど
）

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日
〜
４
月
25
日

　
　
　
森
吉
公
民
館　
☎
72‐

３
２
５
９

〇
阿
仁
生
き
活
き
大
学

テ
ー
マ

「
こ
こ
ろ
豊
か
に
と
も
に
学
び
あ
お
う
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定
（
講
演
会
、

移
動
研
修
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
）

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日
〜
４
月
25
日

　
　
　
阿
仁
公
民
館　
☎
82‐

２
２
２
０

　
　
　
　
　
　
　
　

〇
母
と
子
の
わ
く
わ
く
広
場

　
入
園
前(

満
１
歳
以
上)

の
子
ど
も
と

保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
で
身
体
を
動
か

し
、
遊
び
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

す
る
講
座
で
す
。　

開
催
日　
毎
月
第
２
月
曜
日

　
　
　
　
４
月
は
14
日（
月
）
に
行
い
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館

定
員　
30
組　
　

参
加
費　
無
料

　
公
民
館
を
使
用
す
る
団
体
で
、
今
年
度

「
公
民
館
使
用
料
減
免
登
録
証(

カ
ー
ド)

」

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
各
公
民
館

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
交
付
さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
て
も
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
中
央
公
民
館
通
年
講
座
の
募
集

申
問　　

 

中
央
公
民
館　
☎
62‐

１
１
３
０

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料
、
国
際
教
養
大
学
総
合
報
告
書
、

保
存
会
聞
き
取
り
、「
広
辞
苑
」
ほ
か

　
高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集
！

◎
５
月
か
ら
開
催
し
ま
す

申
問

　
公
民
館
使
用
料
減
免
登
録
申
請

問
い
合
せ
、
申
し
込
み
は
各
公
民
館
へ

申
問

申
問

申
問

　▲阿仁前田獅子踊り
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読
書
の
あ
と
で
・・・・感
動
を
絵
と
作
文
で
表
現

読
書
の
あ
と
で
・・・・感
動
を
絵
と
作
文
で
表
現

読
書
の
あ
と
で
・・・・感
動
を
絵
と
作
文
で
表
現

▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文・読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
△

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
３
月
１
日
、
合
川
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
度
の
感
想
文
部
門
に
は
小
・
中
学
生
、
一
般

か
ら
昨
年
度
よ
り
33
点
多
い
１
６
５
点
、
感
想
画
部
門
に
は
幼
稚
園
・
保
育
園
及
び
小
学
校
１
・
２
年
生
か
ら
昨
年
度

よ
り
72
点
多
い
５
１
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

▲教育長から表彰を受ける感想
文コンクールの入賞者

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
感
想
文
部
門
で
特
選
６
点
、

入
選
19
点
、
佳
作
30
点
が
、
感
想
画
部
門

で
特
選
６
点
、
入
選
19
点
、
佳
作
33
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
三
澤
仁
教
育
長
は
「
感
想
画

は
色
彩
豊
か
で
、
感
性
豊
か
な
表
現
に
は

圧
倒
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
感
想
文
は
作
者

の
思
い
や
考
え
に
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
自

分
な
り
に
捉
え
、
共
感
し
て
、
感
銘
を
受

け
て
表
現
し
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
審
査
員
長

の
講
評
に
続
き
、
入
賞
者
を
代
表
し
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
の
部
特
選
の
長
岐

悠
鈴
さ
ん（
鷹
巣
南
小
３
年
）
と
庄
司
和

奏
さ
ん（
鷹
巣
中
央
小
６
年
）
が
受
賞
作

品
を
朗
読
し
ま
し
た
。

  【
小
学
校
３
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
み
ん
な
が
え
顔
に
な
れ
る
よ

う
に
」
長
岐
悠
鈴（
鷹
巣
南
小
）

▽
入
選　
堀
田
陽
希（
鷹
巣
小
）　
川
島
佳

音（
鷹
巣
中
央
小
）　
鎌
田
莉
子（
鷹
巣
南

小
）

▽
佳
作　
佐
々
木
悠（
鷹
巣
小
）　
岩
谷
真

帆（
鷹
巣
東
小
）　
新
林
正
悠（
米
内
沢
小
）

藤
本
奈
月（
同
）　
戸
沢
晃
一（
前
田
小
）

田
中
元
輝（
合
川
小
）

【
小
学
校
４
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
コ
コ
ロ
の
世
界
」 

米
村
彩
羽

（
綴
子
小
）

▽
入
選　
鈴
木
唯
来（
鷹
巣
東
小
）　
藤
島

な
ご
み（
米
内
沢
小
）　
鈴
木
公
基（
大
阿

仁
小
）　

▽
佳
作　
津
谷
昂
典（
鷹
巣
小
）　
今
野
彩

海（
綴
子
小
）　
笹
原
萌
音（
鷹
巣
中
央
小
）

秋
林
浩
平（
大
阿
仁
小
）　
齋
藤
羽
矢（
合

川
東
小
）　
小
松
心（
合
川
北
小
）

読
書
を
通
じ

豊
か
な
人
間
性
と
考
え
る
力
を
育
む

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
自
然
を
守
り
た
い
」
髙
関
茜

（
大
阿
仁
小
）

▽
入
選　
畠
山
広
夢（
綴
子
小
）　
小
林
啓

太（
鷹
巣
中
央
小
）   

本
城
谷
雪
乃（
同
）

▽
佳
作　
佐
藤
華
南（
鷹
巣
小
）　
金
子
亜

里
沙（
綴
子
小
）　
三
沢
紅
葉（
同
）　
長
岐

香
菜
恵（
鷹
巣
中
央
小
）　
西
根
春
菜（
前

田
小
）　
成
田
嵩（
合
川
東
小
）　

【
小
学
校
６
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
自
分
ら
し
く
輝
く
た
め
に
」

庄
司
和
奏（
鷹
巣
中
央
小
）

▽
入
選　
和
田
勝
真（
鷹
巣
東
小
）　
安
井

陽
菜（
鷹
巣
中
央
小
）　
松
岡
優
奈（
合
川

小
）

▽
佳
作　
川
村
晏
生（
鷹
巣
小
）　
高
橋
菜

都
紀（
綴
子
小
）　
佐
藤
茉
子（
合
川
東
小
）

永
井
綾
華（
合
川
東
小
）　
齋
藤
美
宙（
合

川
小
）

【
中
学
校
１
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
一
生
懸
命
生
き
る
」　
冨
樫
七

海（
鷹
巣
南
中
）

▽
入
選　
成
田
千
尋（
鷹
巣
中
）　
宮
野
み

ら
い（
鷹
巣
南
中
）　
中
嶋
秀
弥（
同
）

▽
佳
作　
朝
倉
奈
南
美（
鷹
巣
中
）　
花
田

正
希（
鷹
巣
南
中
）　
吉
田
早
良（
阿
仁
中
）

【
中
学
校
２
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
今
を
『
全
力
』
で
」　
会
田
未

知（
鷹
巣
中
）

▽
入
選　
浅
野
成
美（
鷹
巣
中
）　
笹
原
羽

衣（
鷹
巣
南
中
）　
松
橋
聖
倫（
阿
仁
中
）

▽
佳
作　
畠
山
夏
季（
鷹
巣
南
中
）　
柏
木

典
美（
同
） 　
三
上
美
沙
希（
同
）

【
高
校
一
般
の
部
】

▽
入
選　
中
嶋
美
枝
子（
脇
神
）
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松
橋
駿
弥
さ
ん
（
鷹
巣
東
保
育
園
６
歳
）

◇
題
名
：
ウ
チ
ロ
ボ
は
っ
し
ん
!!

　
書
名
：
ゆ
け
！
ウ
チ
ロ
ボ
！　
　

※
受
賞
作
品
の
一
部
は
、
作
品
集
「
読
書
の

あ
と
で
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
立
図

書
館
及
び
公
民
館
図
書
室
な
ど
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

村上悠斗さん（鷹巣東小学校１年）
◇題名：ぼくのぼうしは、すきな車のぼうし
　書名：ミリーのすてきなぼうし　　

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

成田美海さん（合川小学校２年）
◇題名：ヘラガナくん。あそぼう
　書名：とうさんはタツノオトシゴ

金田早姫さん（合川小学校１年）
◇題名：バレエシューズを　ありがとう
　書名：うさぎのくれたバレエシューズ

小松梨々花さん（あいかわ保育園６歳）
◇題名：わたしも、かみのけであそびたいな！
　書名：まあちゃんのながいかみ

吉田りょう　さん（鷹巣小学校２年）
◇題名：クモのすのトランポリン
　書名：むしたちのおまつり　　

【
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
】

▽
特
選
　
松
橋
駿
弥（
鷹
巣
東
保
）　
小
松

梨
々
花（
あ
い
か
わ
保
）

▽
入
選
　
佐
藤
健
心（
た
か
の
す
幼
）

北
林
叶
多（
米
内
沢
保
）　
工
藤
月
偉（
あ

い
か
わ
保
）　
佐
藤
香
菜（
同
）   

成
田
太
慈（
し
ゃ
ろ
ー
む
）　
米
澤
鷹
介（
綴

子
保
）

▽
佳
作
　
簾
内
凱
斗（
鷹
巣
中
央
保
）　
虻

川
乃
茜（
同
）　
斎
藤
乃
翔（
同
）　
田
中
健

登（
鷹
巣
東
保
）　
高
橋
佑
美
子（
同
）　
春

日
碧
貴（
前
田
保
）　
湊
穂
香（
阿
仁
合
保
）   

柴
田
和
樹（
大
阿
仁
保
）　
三
浦
花
鈴（
あ

い
か
わ
保
）　
芳
賀
大
悟（
南
鷹
巣
保
）　
三

浦
彩
花（
七
日
市
保
）　
斉
藤
大
翔（
綴
子

保
）　
花
田
ゆ
り
か（
同
）

【
小
学
校
１
年
生
の
部
】

▽
特
選
　
村
上
悠
斗（
鷹
巣
東
小
）　
金
田

早
姫（
合
川
小
）　

▽
入
選
　
宇
野
澤
凛
風（
鷹
巣
東
小
）　
秩

父
永
真（
綴
子
小
）　
本
城
谷
光
陽（
鷹
巣

中
央
小
）　
斉
藤
華
凛（
同
）　
佐
藤
優（
鷹

巣
南
） 

　
工
藤
奏
汰（
合
川
東
小
）　
松
岡

佑（
合
川
小
）　

▽
佳
作
　
ち
ば
し
ん
い
ち
ろ
う（
鷹
巣
小
）

ぬ
の
た
ひ
い
ろ（
同
）　
熊
谷
香
乃（
鷹
巣

東
小
）　
長
岐
透
亜（
鷹
巣
南
小
）　
長
崎

啓
徳（
鷹
巣
西
小
）　
柴
田
彩
羽（
米
内
沢

小
）
石
野
巻
昇
平（
前
田
小
）　
西
根
直
哉

（
阿
仁
合
小
）　
き
く
ち
ま
い
む（
大
阿
仁

小
）　
成
田
悠
乃（
合
川
東
小
）　
佐
々
木

悠
翔（
合
川
北
小
）

【
小
学
校
２
年
生
の
部
】

▽
特
選
　
吉
田
り
ょ
う（
鷹
巣
小
）　
成
田

美
海（
合
川
小
）

▽
入
選
　
工
藤
あ
お
い（
鷹
巣
小
）　
佐
藤

真
広（
鷹
巣
中
央
小
）　
宇
佐
美
優
空（
鷹

巣
西
小
）　
近
藤
優
菜（
米
内
沢
小
）

佐
藤
愛
理（
合
川
東
小
）　
平
川
湊
翔（
合

川
小
）

▽
佳
作
　
石
田
は
や
て（
鷹
巣
小
）　
梶
原

楓
華（
綴
子
小
）　
佐
藤
芭
奈（
鷹
巣
中
央

小
）　
佐
藤
陽
和（
同
）　
畠
山
夢
月（
同
）

成
田
春
音（
鷹
巣
西
小
）　
庄
司
悠
惺（
前

田
小
）　
松
浦
鷹
祐（
同
）　
櫻
庭
新
成（
合

川
小
）

か
な
た

か
　
な

け
ん
し
ん

る
　
い

し
ゅ
ん
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い
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住宅リフォーム緊急支援事業のお知らせ住宅リフォーム緊急支援事業のお知らせ
　この事業は、市民の皆さんが市内業者を利用して住宅の増改築又はリフォームを行う場合に、補助金を交付
するものです。なお、今年度も引き続き『耐震・断熱、省エネ、バリアフリー、屋根の克雪対策に有効な工事』
についての補助限度額を引き上げています。

〇市に住民登録されている方であること
〇申請者及び工事する住宅に住む親族が、市税等を滞
納していないこと

〇市内にある住宅（別荘等を除く）
〇賃貸（賃貸予定も含む）をしていない住宅
〇併用住宅は、住宅部分の面積が２分の１以上の住宅
〇申請者又は親や子が所有し、かつ居住する住宅
〇市長が同等と認める場合

〇補助対象となる工事費用が50万円以上の工事
〇平成27年３月25日までに完了する工事
〇市内に本店のある業者又は住民登録している個人が
施工する工事
（補助対象とならないもの）
▽対象工事が重複する市補助制度の補助金に相当する
費用（浄化槽設置補助、介護保険住宅改修費支給など）
▽公共工事の施行に伴う補償費の対象となる工事費用
▽門・塀等、いわゆる外構工事費用
▽重複計上が認められていない他の補助制度を利用す
る工事費用
▽補助金の交付が適当でないと認められる工事費用

受付開始　平成26年４月１日から
申請場所　都市計画課（森吉庁舎）、生活課（本庁舎）、

合川及び阿仁総合窓口センター
申請方法　工事着手前に補助金交付申請書に次の書類

を添付して提出してください。
工事契約書又は請書の写し／内訳明細書又は見積書
の写し／工事着工前の写真（施工箇所がはっきり分
かる写真）／その他必要と認める書類
※この他に「耐震・断熱、省エネ、バリアフリー、屋
根の克雪対策に有効な工事」に該当する申請の場合は、
指定様式による工事概要書、指定見積書、図面等も必
要になります。

○住宅の増改築リフォーム工事
　補助対象となる工事費の10分の１の金額（限度額　20万円）　
○耐震・断熱、省エネ、バリアフリー、屋根の克雪対策に有効な工事
　補助対象となる工事費の10分の１の金額（限度額　25万円）

※『住宅の増改築リフォーム工事』
と『耐震・断熱、省エネ、バリアフ
リー、屋根の克雪対策に有効な工
事』の申請の併用はできません

対象となる方

対象となる住宅

対象となる工事

対象となる方

対象となる住宅

対象となる工事

申請場所及び方法申請場所及び方法

　県では住宅を建設又はリフォーム等される方に
対して、次の事業により補助します
①住宅リフォーム推進事業
②住宅用太陽光発電システム普及支援事業
③「秋田スギの家」普及促進事業

　補助条件などの詳細は県のホームページ、又は
県の地域振興局建築課までお問い合わせください。
　　秋田県北秋田地域振興局建築課　☎63-2531

あきた安全安心住まい推進事業

　市では木造住宅の耐震診断、改修計画、改修工
事に係る経費の一部を補助します。
【対象となる方】　昭和56年５月31日以前に建築さ
れた木造戸建住宅（併用住宅は、住宅部分の面積が
２分の１以上の住宅）を所有（共有）する個人
【対象となる工事】　①耐震診断（建物の強度を調
べ地震に対する安全性を評価します）
※①の結果によっては次の工事も対象になります
②改修計画（補強・改修工事の計画や設計）
③耐震改修工事（耐震のための補強・改修）
【補助金の額及び申請の受付期間】
▽耐 震 診 断…費用の３分の２（上限額３万円）
（受付期間）　４月１日～11月28日

▽耐震改修計画…費用の10分の９（上限額20万円）
（受付期間）　４月１日～12月26日

▽耐震改修工事…費用の２分の１（上限額30万円）
（受付期間）　４月１日～12月26日

○申請の前に、まずはご相談ください。【お問い合わせ】　都市計画課都市計画住宅係　☎72-5246

木造住宅耐震補助事業木造住宅耐震補助事業
～地震が起きたとき、あなたの住宅は安全でしょうか～～地震が起きたとき、あなたの住宅は安全でしょうか～

問
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70～ 74歳の被保険者に係る医療費の窓口負担が見直しされました70～ 74歳の被保険者に係る医療費の窓口負担が見直しされました

平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方 平成26年４月１日までに70歳の誕生日を迎えた方

平成26年4月以降も医療費の窓口負担
は１割のままです

70歳の誕生月の翌月から医療費の窓口
負担は２割になります

医療費の窓口負担について医療費の窓口負担について国民健康保険国民健康保険

　例えば、平成26年４月２日～５月１日に70歳の
誕生日を迎える方は、５月の診療から、これまで
の３割負担から２割負担になります。

　現在、70歳から74歳の方の窓口負担は、法律上２割となっています。
　これまで特例措置で１割負担とされていましたが、平成26年度から、より公平な仕組みとするため、こ
の特例措置が見直されることになりました。なお、見直しに当たっては、高齢の方の生活に大きな影響が
生じることのないよう、平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方から段階的に実施されます。

注）一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

年齢区分
義務教育就学（小学校入学）前まで
義務教育就学から70歳未満

70歳以上75歳未満【前期高齢者】

年齢区分ごとの負担割合年齢区分ごとの負担割合

自己負担
かかった医療費の２割
かかった医療費の３割
かかった医療費の２割（一定以上の所得がある人は３割）
※1944年（昭和19年）４月１日以前に生まれた方は特例措置で１割

※後期高齢者医療制度… 75歳以上の方は、原則として現在加入している健康保険を離脱し、「後期高齢者医療制
度」へ加入することになります。自己負担は１割（一定以上の所得者は３割）です。
　なお、一定の障害がある65歳以上の方も申請により加入することができます。

　皆さんが病気やケガで医療を受けた時、その医療費は医療機関の窓口で支払っていた
だく一部負担金と北秋田市国民健康保険の負担で支払われます。皆さんが窓口で負担す
る割合（金額）は、年齢により変わりますので、あらためて皆さんにお知らせします。

【お問い合わせ】　市民課国保年金係　☎62-1118

　なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定め
られていますが、この上限額も変わりません。

〇福祉医療費（マル福）〇福祉医療費（マル福）
　市では、乳幼児および小学生、中学生等の心身の健康の保持と生
活の安定を図るため、医療費の自己負担分を助成しています。
　市では、乳幼児および小学生、中学生等の心身の健康の保持と生
活の安定を図るため、医療費の自己負担分を助成しています。

乳幼児および小学生

中学生

ひとり親家庭の児童
（18歳に達した以後の3月31日まで）

高齢身体障がい者

重度心身障がい（児）者

入院、外来、歯科、薬局での保険適用分に係わる自己負担額

入院、外来、歯科、薬局での保険適用分に係わる自己負担の一部
※入院以外は、１レセプトにつき千円を上限とする一部負担あり

入院、外来、歯科、薬局での保険適用分に係わる自己負担額

入院、外来、歯科、薬局での保険適用分に係わる自己負担額

入院、外来、歯科、薬局での保険適用分に係わる自己負担額

所得制限なし

所得制限あり
※社会保険の被保険者
は該当しません

社会保険の被保険者
のみ所得制限あり

対　象　者 助　成　額 所得制限
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▽
総
務
課
／
課
長
＝
木
村
元
紀
（
議
会
事

務
局
）
／
総
務
係
＝
山
田
和
人
／
危
機
管

理
係
＝
☆
小
笠
原
隆
（
商
工
観
光
課
）

▽
総
合
政
策
課
／
課
長
＝
河
田
浩
文
（
財

政
課
）

▽
内
陸
線
再
生
支
援
室
／
室
長
＝
片
岡
清

巳
（
総
務
部
付
）

▽
財
政
課
／
課
長
＝
佐
藤
進
（
財
政
課
）

／
財
政
係
＝
☆
三
沢
聡
（
財
政
課
）・
藤

田
学
・
神
成
志
織
／
電
算
シ
ス
テ
ム
係
＝

花
岡
登
／
地
籍
調
査
室
＝
☆
長
岐
孝
生

（
生
活
課
）

▽
税
務
課
／
市
税
係
＝
石
川
智
也
・
佐
藤

敦▽
生
活
課
／
環
境
係
＝
松
橋
佳
子
／
地
域

推
進
係
＝
佐
藤
周
作
／
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
＝
板
垣
直
人

▽
市
民
課
／
市
民
係
＝
☆
成
田
美
穂
子

（
市
民
課
）・
山
田
千
春
／
国
保
年
金
係
＝

☆
畠
山
誠
（
学
校
教
育
課
）

▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

係
＝
齋
藤
悦
子
・
佐
藤
香
奈
子

▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

係
＝
☆
柴
田
照
悦
（
高
齢
福
祉
課
）・
佐

藤
学
・
佐
々
木
美
希

▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

係
＝
☆
杉
渕
清
純
（
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
）・
佐
藤
美
穂
／
大
阿
仁
出
張
所
＝

☆
原
眞
理
子（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
）

▽
福
祉
課
／
地
域
障
が
い
福
祉
係
＝
成
田

寿
・
高
谷
大
／
こ
ど
も
福
祉
係
＝
☆
加
藤

裕
久
（
福
祉
課
）・
三
國
佳
紀
／
鷹
巣
中

央
保
育
園
＝
☆
小
林
幸
子
（
鷹
巣
中
央
保

育
園
）
／
鷹
巣
東
保
育
園
＝
☆
成
田
誠
子

（
た
か
の
す
幼
稚
園
）
／
あ
い
か
わ
保
育

園
＝
柴
田
昌
子
／
米
内
沢
保
育
園
＝
☆
柏

木
美
貴
子
（
あ
い
か
わ
保
育
園
）
／
阿
仁

合
保
育
園
＝
佐
々
木
満
寿
子
／
大
阿
仁
保

育
園
＝
松
橋
寿
美

▽
高
齢
福
祉
課
／
課
長
＝
渡
辺
幸
子
（
健

康
推
進
課
）
／
介
護
保
険
係
＝
☆
佐
藤
栄

作
（
高
齢
福
祉
課
）・
柏
木
一
吉
／
高
齢

福
祉
係
＝
☆
佐
藤
洋
子
（
阿
仁
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
）

▽
医
療
健
康
課
／
課
長
＝
小
笠
原
吉
明

（
高
齢
福
祉
課
）
／
地
域
医
療
対
策
室
＝

☆
石
崎
賢
一
（
医
療
推
進
課
）・
木
村
由

美
子
・
小
笠
原
啓
仁
／
健
康
推
進
係
＝
☆

吉
田
幸
子
（
健
康
推
進
課
）・
佐
藤
和
枝

・
藤
岡
洋
子
・
成
田
哉
子
・
坂
上
洋
子
・

福
田
初
子
・
伊
藤
幸
智
子
・
佐
藤
ま
ゆ
み

・
伊
藤
智
恵
子
・
津
谷
明
美
・
佐
藤
薫
・

渡
部
聖
子
・
近
藤
智
里
・
金
子
裕
美
・
成

田
め
ぐ
み
・
九
嶋
朝
香
／
国
民
健
康
保
険

合
川
診
療
所
＝
田
口
小
百
合
／
米
内
沢
診

療
所
＝
鈴
木
栄
子
・
神
成
環

▽
農
林
課
／
農
業
振
興
係
＝
佐
藤
健

▽
商
工
観
光
課
／
課
長
＝
柴
田
明
弘
（
内

陸
線
再
生
支
援
室
）
／
商
工
労
働
係
＝
鈴

木
雅
昭
・
中
島
礼
美
／
観
光
振
興
係
＝
松

尾
英
樹
・
川
口
慎
也
・
岸
野
奏
子

▽
都
市
計
画
課
／
課
長
＝
浅
村
武
則
（
総

務
課
）

▽
建
設
課
／
工
務
係
＝
白
渡
恭
兵

▽
上
下
水
道
課
／
課
長
＝
佐
藤
誠
（
高
齢

福
祉
課
）
／
下
水
道
係
＝
佐
藤
誠

▽
三
澤
照
美

▽
☆
小
坂
竜
也
（
議
会
事
務
局
）・
柳
谷

重
光

▽
総
務
課
／
総
務
係
＝
佐
藤
礼
介
／
鷹
巣

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
☆
木
村
寛
二

（
税
務
課
）

▽
学
校
教
育
課
／
義
務
教
育
係
＝
☆
三
澤

忠
博
（
市
民
課
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
ス
ポ
ー
ツ
係
＝
☆

金
田
浩
樹
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

▽
佐
藤
修

▽
武
田
文
晴

▽
長
岐
繭
子

消
防
次
長
兼
署
長
＝
成
田
忠
男
（
北
秋
田

市
消
防
署
）

▽
予
防
課
／
課
長
＝
藤
島
信
夫（
予
防
課
）

／
☆
成
田
悟
（
上
小
阿
仁
分
署
）

▽
警
防
課
／
課
長
＝
中
嶋
誠
（
警
防
課
）

／
☆
中
嶋
忍
（
北
秋
田
市
消
防
署
）

☆
木
村
喜
春
（
森
吉
分
署
）

▽
北
秋
田
市
消
防
署
／
副
署
長
＝
長
岐
篤

市
（
警
防
課
）・
副
署
長
＝
山
田
昇
（
北

秋
田
市
消
防
署
）
／
千
葉
隆
人
・
長
岐
隆

宏
・
加
藤
徹

▽
森
吉
分
署
／
小
坂
重
人
・
中
嶋
則
幸

▽
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
☆
高
橋
憲
二

（
森
吉
分
署
）・
宮
野
義
行
・
井
山
知
也

▽
合
川
分
署
／
分
署
長
＝
☆
小
林
喜
博

（
阿
仁
分
署
）・
藤
本
誠

▽
上
小
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
☆
田
中
正

（
合
川
分
署
）・
小
笠
原
力
・
金
田
平

▽
藤
島
あ
ゆ
美
〈
秋
田
県
企
画
振
興
部
市

町
村
課
派
遣
〉・
平
川
真
由
美
・
富
樫
深
雪
・

高
堰
光
樹

▽
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
部
局

福
原
麻
里
〈
総
務
課
総
務
係
〉
／
鈴
木
布

由
子
〈
財
政
課
管
財
係
〉
／
吉
田
翔
〈
財

政
課
地
籍
調
査
室
〉
／
佐
藤
優
奈
〈
税
務

課
市
税
係
〉
／
松
尾
周
〈
税
務
課
収
納
係
〉

／
千
葉
颯
都
〈
市
民
課
市
民
係
〉
／
村
上

朋
貴
〈
市
民
課
国
保
年
金
係
〉
／
畠
山
季

樹
〈
福
祉
課
地
域
障
が
い
福
祉
係
〉
／
和

田
真
輝
〈
福
祉
課
子
ど
も
福
祉
係
〉
／
長

岐
英
泰
〈
農
林
課
林
業
振
興
係
〉
／
倉
内

雅
英
〈
都
市
計
画
課
都
市
計
画
住
宅
係
〉

／
三
日
田
貴
彦
〈
上
下
水
道
課
業
務
係
〉

／
小
松
千
尋
〈
合
川
公
民
館
〉

▽
消
防
本
部
（
消
防
吏
員
）

佐
藤
健
翔
〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉
／
齋
藤

将
太
〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉
／
藤
田
清
貴

〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉
／
野
呂
俊
樹
〈
森

吉
分
署
〉
／
長
野
真
也
〈
阿
仁
分
署
〉
／

福
岡
滉
司〈
合
川
分
署
〉／
浅
野
喜
孝〈
上

小
阿
仁
分
署
〉

九
島
吉
成
〈
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
〉
／
柴
田
幸
一
〈
前
田
出
張
所
〉

／
熊
谷
節
子
〈
あ
い
か
わ
保
育
園
〉
／
中

林
三
千
夫
〈
生
涯
学
習
係
〉
／
松
橋
正
弘

〈
消
防
本
部
総
務
課
〉

小
塚
毅
（
総
務
部
長
）
／
嶺
脇
裕
徳
（
財

務
部
長
）
／
畠
山
正
（
市
民
生
活
部
長
）

／
九
島
吉
成
（
生
活
課
参
事
）
／
佐
藤
ま

り
子
（
市
民
課
主
幹
）
／
佐
藤
伸
（
市
民

課
主
幹
）
／
柴
田
幸
一
（
森
吉
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
主
幹
）
／
高
田
耕
搾
（
阿
仁
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
主
幹
）／
鈴
木
祐
悦（
健

康
福
祉
部
長
）
／
中
林
三
千
夫
（
福
祉
課

主
幹
）
／
下
山
眞
知
子
（
鷹
巣
中
央
保
育

園
主
幹
）
／
熊
谷
節
子
（
鷹
巣
東
保
育
園

主
幹
）
／
中
川
佐
恵
子
（
米
内
沢
保
育
園

主
幹
）
／
畠
山
尋
子
（
高
齢
福
祉
課
主
幹
）

／
渡
辺
比
奈
子
（
医
療
推
進
課
主
幹
看
護

師
）
／
田
中
美
樹
（
健
康
推
進
課
主
査
）

／
村
上
謙
正
（
都
市
計
画
課
長
）
／
藤
嶋

一
夫
（
上
下
水
道
課
長
）
／
仲
村
あ
け
み

（
会
計
課
主
幹
）
／
長
岐
順
一
（
消
防
長
）

／
笹
代
初
生
（
消
防
本
部
予
防
課
長
）
／

大
沢
秀
高
（
消
防
本
部
警
防
課
長
）
／
辻

一
明（
消
防
署
副
署
長
）／
松
橋
正
弘（
阿

仁
分
署
長
）
／
近
藤
忠
彦
（
合
川
分
署
長
）

／
大
沢
誠
治
（
上
小
阿
仁
分
署
長
）
／
櫻

田
義
信
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
）
／
佐

藤
正
芳
（
学
校
教
育
課
技
能
員
）

市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
人
事
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
鷹
巣
地
区
の
地
籍
調
査
事
業
再
開
、

森
吉
山
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
推
進
課
と
健
康
推
進
課
を
統
合
し
て
「
医
療
健
康
課
」
と
し
、
地
域

医
療
と
市
民
の
健
康
推
進
事
務
に
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
26
年
4
月
1
日
職
員
数　
５
０
２
人
（
再
任
用
職
員
数
５
人
）

　
退
職
28
人
／
採
用
20
人
（
一
般
職
13
人　
消
防
７
人
）　

　
異
動
規
模
２
１
１
人
（
昇
格
者
を
含
む
）　

人
　
事
　
異
　
動

　
部
長
、課
長
、主
幹
、退
職
者
等
を

除
き
、昇
格
者
、役
職
及
び
異
動
前

の
所
属
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

（
）は
異
動
前
の
所
属
。☆
は
主
幹

総
務
部
長
＝
石
川
博
志

（
総
務
課
長
）

財
務
部
長
＝
中
川
真
一

（
産
業
部
長
）

市
民
生
活
部
長
＝
宮
野

悦
朗
（
会
計
管
理
者
）

健
康
福
祉
部
長
＝
寺
田

茂
信（
医
療
推
進
課
長
）

産
業
部
長
＝
柴
田
榮
則

（
商
工
観
光
課
長
）

 

■
総
務
部

 

■
総
務
部

 

■
財
務
部

 

■
財
務
部

 

■
市
民
生
活
部

 

■
市
民
生
活
部

 

■
健
康
福
祉
部

 

■
健
康
福
祉
部

 

■
産
業
部

 

■
産
業
部

 

■
建
設
部

 

■
建
設
部
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人事異動

▽
総
務
課
／
課
長
＝
木
村
元
紀
（
議
会
事

務
局
）
／
総
務
係
＝
山
田
和
人
／
危
機
管

理
係
＝
☆
小
笠
原
隆
（
商
工
観
光
課
）

▽
総
合
政
策
課
／
課
長
＝
河
田
浩
文
（
財

政
課
）

▽
内
陸
線
再
生
支
援
室
／
室
長
＝
片
岡
清

巳
（
総
務
部
付
）

▽
財
政
課
／
課
長
＝
佐
藤
進
（
財
政
課
）

／
財
政
係
＝
☆
三
沢
聡
（
財
政
課
）・
藤

田
学
・
神
成
志
織
／
電
算
シ
ス
テ
ム
係
＝

花
岡
登
／
地
籍
調
査
室
＝
☆
長
岐
孝
生

（
生
活
課
）

▽
税
務
課
／
市
税
係
＝
石
川
智
也
・
佐
藤

敦▽
生
活
課
／
環
境
係
＝
松
橋
佳
子
／
地
域

推
進
係
＝
佐
藤
周
作
／
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
＝
板
垣
直
人

▽
市
民
課
／
市
民
係
＝
☆
成
田
美
穂
子

（
市
民
課
）・
山
田
千
春
／
国
保
年
金
係
＝

☆
畠
山
誠
（
学
校
教
育
課
）

▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

係
＝
齋
藤
悦
子
・
佐
藤
香
奈
子

▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

係
＝
☆
柴
田
照
悦
（
高
齢
福
祉
課
）・
佐

藤
学
・
佐
々
木
美
希

▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

係
＝
☆
杉
渕
清
純
（
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
）・
佐
藤
美
穂
／
大
阿
仁
出
張
所
＝

☆
原
眞
理
子（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
）

▽
福
祉
課
／
地
域
障
が
い
福
祉
係
＝
成
田

寿
・
高
谷
大
／
こ
ど
も
福
祉
係
＝
☆
加
藤

裕
久
（
福
祉
課
）・
三
國
佳
紀
／
鷹
巣
中

央
保
育
園
＝
☆
小
林
幸
子
（
鷹
巣
中
央
保

育
園
）
／
鷹
巣
東
保
育
園
＝
☆
成
田
誠
子

（
た
か
の
す
幼
稚
園
）
／
あ
い
か
わ
保
育

園
＝
柴
田
昌
子
／
米
内
沢
保
育
園
＝
☆
柏

木
美
貴
子
（
あ
い
か
わ
保
育
園
）
／
阿
仁

合
保
育
園
＝
佐
々
木
満
寿
子
／
大
阿
仁
保

育
園
＝
松
橋
寿
美

▽
高
齢
福
祉
課
／
課
長
＝
渡
辺
幸
子
（
健

康
推
進
課
）
／
介
護
保
険
係
＝
☆
佐
藤
栄

作
（
高
齢
福
祉
課
）・
柏
木
一
吉
／
高
齢

福
祉
係
＝
☆
佐
藤
洋
子
（
阿
仁
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
）

▽
医
療
健
康
課
／
課
長
＝
小
笠
原
吉
明

（
高
齢
福
祉
課
）
／
地
域
医
療
対
策
室
＝

☆
石
崎
賢
一
（
医
療
推
進
課
）・
木
村
由

美
子
・
小
笠
原
啓
仁
／
健
康
推
進
係
＝
☆

吉
田
幸
子
（
健
康
推
進
課
）・
佐
藤
和
枝

・
藤
岡
洋
子
・
成
田
哉
子
・
坂
上
洋
子
・

福
田
初
子
・
伊
藤
幸
智
子
・
佐
藤
ま
ゆ
み

・
伊
藤
智
恵
子
・
津
谷
明
美
・
佐
藤
薫
・

渡
部
聖
子
・
近
藤
智
里
・
金
子
裕
美
・
成

田
め
ぐ
み
・
九
嶋
朝
香
／
国
民
健
康
保
険

合
川
診
療
所
＝
田
口
小
百
合
／
米
内
沢
診

療
所
＝
鈴
木
栄
子
・
神
成
環

▽
農
林
課
／
農
業
振
興
係
＝
佐
藤
健

▽
商
工
観
光
課
／
課
長
＝
柴
田
明
弘
（
内

陸
線
再
生
支
援
室
）
／
商
工
労
働
係
＝
鈴

木
雅
昭
・
中
島
礼
美
／
観
光
振
興
係
＝
松

尾
英
樹
・
川
口
慎
也
・
岸
野
奏
子

▽
都
市
計
画
課
／
課
長
＝
浅
村
武
則
（
総

務
課
）

▽
建
設
課
／
工
務
係
＝
白
渡
恭
兵

▽
上
下
水
道
課
／
課
長
＝
佐
藤
誠
（
高
齢

福
祉
課
）
／
下
水
道
係
＝
佐
藤
誠

▽
三
澤
照
美

▽
☆
小
坂
竜
也
（
議
会
事
務
局
）・
柳
谷

重
光

▽
総
務
課
／
総
務
係
＝
佐
藤
礼
介
／
鷹
巣

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
☆
木
村
寛
二

（
税
務
課
）

▽
学
校
教
育
課
／
義
務
教
育
係
＝
☆
三
澤

忠
博
（
市
民
課
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
ス
ポ
ー
ツ
係
＝
☆

金
田
浩
樹
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

▽
佐
藤
修

▽
武
田
文
晴

▽
長
岐
繭
子

消
防
次
長
兼
署
長
＝
成
田
忠
男
（
北
秋
田

市
消
防
署
）

▽
予
防
課
／
課
長
＝
藤
島
信
夫（
予
防
課
）

／
☆
成
田
悟
（
上
小
阿
仁
分
署
）

▽
警
防
課
／
課
長
＝
中
嶋
誠
（
警
防
課
）

／
☆
中
嶋
忍
（
北
秋
田
市
消
防
署
）

☆
木
村
喜
春
（
森
吉
分
署
）

▽
北
秋
田
市
消
防
署
／
副
署
長
＝
長
岐
篤

市
（
警
防
課
）・
副
署
長
＝
山
田
昇
（
北

秋
田
市
消
防
署
）
／
千
葉
隆
人
・
長
岐
隆

宏
・
加
藤
徹

▽
森
吉
分
署
／
小
坂
重
人
・
中
嶋
則
幸

▽
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
☆
高
橋
憲
二

（
森
吉
分
署
）・
宮
野
義
行
・
井
山
知
也

▽
合
川
分
署
／
分
署
長
＝
☆
小
林
喜
博

（
阿
仁
分
署
）・
藤
本
誠

▽
上
小
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
☆
田
中
正

（
合
川
分
署
）・
小
笠
原
力
・
金
田
平

▽
藤
島
あ
ゆ
美
〈
秋
田
県
企
画
振
興
部
市

町
村
課
派
遣
〉・
平
川
真
由
美
・
富
樫
深
雪
・

高
堰
光
樹

▽
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
部
局

福
原
麻
里
〈
総
務
課
総
務
係
〉
／
鈴
木
布

由
子
〈
財
政
課
管
財
係
〉
／
吉
田
翔
〈
財

政
課
地
籍
調
査
室
〉
／
佐
藤
優
奈
〈
税
務

課
市
税
係
〉
／
松
尾
周
〈
税
務
課
収
納
係
〉

／
千
葉
颯
都
〈
市
民
課
市
民
係
〉
／
村
上

朋
貴
〈
市
民
課
国
保
年
金
係
〉
／
畠
山
季

樹
〈
福
祉
課
地
域
障
が
い
福
祉
係
〉
／
和

田
真
輝
〈
福
祉
課
子
ど
も
福
祉
係
〉
／
長

岐
英
泰
〈
農
林
課
林
業
振
興
係
〉
／
倉
内

雅
英
〈
都
市
計
画
課
都
市
計
画
住
宅
係
〉

／
三
日
田
貴
彦
〈
上
下
水
道
課
業
務
係
〉

／
小
松
千
尋
〈
合
川
公
民
館
〉

▽
消
防
本
部
（
消
防
吏
員
）

佐
藤
健
翔
〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉
／
齋
藤

将
太
〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉
／
藤
田
清
貴

〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉
／
野
呂
俊
樹
〈
森

吉
分
署
〉
／
長
野
真
也
〈
阿
仁
分
署
〉
／

福
岡
滉
司〈
合
川
分
署
〉／
浅
野
喜
孝〈
上

小
阿
仁
分
署
〉

九
島
吉
成
〈
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
〉
／
柴
田
幸
一
〈
前
田
出
張
所
〉

／
熊
谷
節
子
〈
あ
い
か
わ
保
育
園
〉
／
中

林
三
千
夫
〈
生
涯
学
習
係
〉
／
松
橋
正
弘

〈
消
防
本
部
総
務
課
〉

小
塚
毅
（
総
務
部
長
）
／
嶺
脇
裕
徳
（
財

務
部
長
）
／
畠
山
正
（
市
民
生
活
部
長
）

／
九
島
吉
成
（
生
活
課
参
事
）
／
佐
藤
ま

り
子
（
市
民
課
主
幹
）
／
佐
藤
伸
（
市
民

課
主
幹
）
／
柴
田
幸
一
（
森
吉
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
主
幹
）
／
高
田
耕
搾
（
阿
仁
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
主
幹
）／
鈴
木
祐
悦（
健

康
福
祉
部
長
）
／
中
林
三
千
夫
（
福
祉
課

主
幹
）
／
下
山
眞
知
子
（
鷹
巣
中
央
保
育

園
主
幹
）
／
熊
谷
節
子
（
鷹
巣
東
保
育
園

主
幹
）
／
中
川
佐
恵
子
（
米
内
沢
保
育
園

主
幹
）
／
畠
山
尋
子
（
高
齢
福
祉
課
主
幹
）

／
渡
辺
比
奈
子
（
医
療
推
進
課
主
幹
看
護

師
）
／
田
中
美
樹
（
健
康
推
進
課
主
査
）

／
村
上
謙
正
（
都
市
計
画
課
長
）
／
藤
嶋

一
夫
（
上
下
水
道
課
長
）
／
仲
村
あ
け
み

（
会
計
課
主
幹
）
／
長
岐
順
一
（
消
防
長
）

／
笹
代
初
生
（
消
防
本
部
予
防
課
長
）
／

大
沢
秀
高
（
消
防
本
部
警
防
課
長
）
／
辻

一
明（
消
防
署
副
署
長
）／
松
橋
正
弘（
阿

仁
分
署
長
）
／
近
藤
忠
彦
（
合
川
分
署
長
）

／
大
沢
誠
治
（
上
小
阿
仁
分
署
長
）
／
櫻

田
義
信
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
）
／
佐

藤
正
芳
（
学
校
教
育
課
技
能
員
）

会
計
管
理
者
＝
田
村
義
明

（
総
合
政
策
課
長
）

消
防
長
＝
高
橋
進

（
消
防
次
長
）

 

■
会
計

 

■
会
計

 

■
議
会
事
務
局

 

■
議
会
事
務
局

 

■
教
育
委
員
会
事
務
局

 

■
教
育
委
員
会
事
務
局

 

■
農
業
委
員
会
事
務
局

 

■
農
業
委
員
会
事
務
局

 

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 

■
監
査
委
員
事
務
局

 

■
監
査
委
員
事
務
局

 

■
消
防
本
部

 

■
消
防
本
部

 

■
総
務
部
付
職
員　
　
〈 

〉
は
派
遣
先

 

■
総
務
部
付
職
員　
　
〈 

〉
は
派
遣
先

 

■
新
規
採
用
職
員　
　
〈 

〉
は
配
属
先

 

■
新
規
採
用
職
員　
　
〈 

〉
は
配
属
先

 
■
再
任
用　
　
〈 

〉
は
配
属
先

 
■
再
任
用　
　
〈 

〉
は
配
属
先

 

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

 

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）
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秋田県の通常レベルを超える
数値は観測されていません。

（単位：マイクロシーベルト毎時）
※県の通常レベルは0.022～0.086

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.06
0.04
0.05
0.03
0.06
0.03
0.04

測定結果

市内環境放射線量測定結果市内環境放射線量測定結果

空間線量調査（３月13日測定）空間線量調査（３月13日測定）

　　　　生活課環境係　☎62-1110問

【参加費】小・中・高校生　500円
　　　　一般・壮年　　1000円
【申込締切】　４月８日（火）
　　　鷹巣体育館　☎62̶3800申問

　全市一斉春のクリーンアップ
を実施します。美しく住みよい
街づくりのため、市民総参加に
よる環境美化運動にご協力をお
願いします。
　なお、秋田県は今月を「あきた・
クリーン強調月間」としてクリー
ンアップを呼びかけています。

※実施日、時間は地区によって異な
る場合がありますので、事前に地区
の自治（町内）会長にご確認ください

４月20日（日）

春のクリーンアップ春のクリーンアップ

◆時間　早朝１時間程度◆時間　早朝１時間程度

　　生活課環境係　☎62̶1110
　　又は各総合窓口センター
問

毎年４月～６月は毎年４月～６月は
狂犬病予防注射月間

　飼い主は、飼い犬の登録と生
後 91 日を過ぎた飼い犬に狂犬病
予防注射を毎年１回接種させる
ことが、義務づけられています。

　　生活課環境係　☎62̶1110
　　又は各総合窓口センター
問

４月19日（土）（土）
［スタート・ゴール］　市役所前［スタート・ゴール］　市役所前

第52回河田杯マラソン
大館北秋田ロードレース大会
第52回河田杯マラソン
大館北秋田ロードレース大会

【種目】　
　▽小学校５・６年（男女）1.5㎞
　▽中学校（男）5.0㎞（女）3.0㎞
　▽高校（男）10.0㎞（女）5.0㎞
　▽一般（男）[29歳以下]10.0㎞
　▽壮年（男）[30歳～39歳]10.0㎞
　▽壮年（男）[40歳以上]5.0㎞
　▽一般（女）3.0㎞

平成 26年４月より狂犬病予
防注射料金が変更になります

注射料金 2,700 円
注射済票交付手数料 550 円

３,２５０円

 大館市・北秋田市以外の動物病
院で予防接種された方は、狂犬
病予防注射済証を市役所下記窓
口へ提出し、狂犬病予防注射済
票の交付を受けてください。

特定健診・が
ん検診

特定健診・が
ん検診

特定健診・が
ん検診

特定健診・が
ん検診

を受けましょうを受けましょう

　健（検）診の案内は、黄色の封筒
に入れて、各地区の保健協力員が
各世帯に配布します。封筒には、
ご家族全員分の案内が入っていま
すので必ずお確かめください。
　がん検診の無料クーポンは、対
象の方へ配布します。

　今年は、市民病院ドックのほ
かに秋田県総合保健事業団ドッ
クを新しくはじめます

　　　　医療健康課　☎62-6666問

　健康で心豊かな暮らしを実現
するために、生活習慣の改善や疾
病の早期発見、早期治療を

４月10日から

健(検)診がスタートします

前売
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健
康　
　

  

医
療
健
康
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
４
月
７
日（
月
）、14
日（
月
）、

　
　
　
　
　
21
日（
月
）、28
日（
月
）

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

　
４
月
の
乳
児
健
診・相
談

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
４
月
22
日（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
12
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
４
月
22
日（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
25
年
９
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
４
月
17
日（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
６
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
４
月
11
日（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
25
年
４
月
生
ま
れ
の
子

健
康
相
談

場
所
／
期
日

▽
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー　

４
月
３
日（
木
）

▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー　

４
月
10
日（
木
）

▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー　

４
月
17
日（
木
）

▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー　

４
月
24
日（
木
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
な
ど

持
物　
健
康
手
帳（
初
め
て
の
方
は
不
要
）

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

期
日　
４
月
18
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す

（
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
）

期
日　
４
月
17
日（
木
）

時
間　
18
時
〜
20
時
15
分

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
８
月
〜
10
月
出
産
予
定
の
方
と
家
族

内
容　
妊
娠
期
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
の

調
理
と
試
食
、
ビ
デ
オ
学
習
な
ど

申
込
締
切　
４
月
10
日（
木
）

精
神
保
健
相
談・老
人
精
神
保
健

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
４
月
17
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
５

献血日程献血日程
■４月16日（水）全血
【鷹巣地区】
　　新東北メタル㈱
　　10時～12時30分
　　吉野の郷
　　14時～15時　
　　ケアタウンたかのす
　　15時30分～16時30分

■４月23日（水）全血
【森吉・鷹巣地区】
　　北秋田市役所森吉庁舎
　　10時～12時
　　いとく鷹巣南店
　　13時30分～15時　
　　北秋田市消防本部
　　15時30分～16時30分

　　
　
　
　

問

定
期
予
防
接
種

　
接
種
対
象
年
齢
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

Ｍ
Ｒ
１
期　

１
歳
児

Ｍ
Ｒ
２
期　
年
長
児
（
平
成
20
年
４
月
２

日
〜
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

二
種
混
合　
小
学
６
年
生
（
平
成
14
年
４

月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

日
本
脳
炎　
特
例
対
象
（
平
成
７
年
４
月

２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の

方
は
20
歳
未
満
ま
で
定
期
予
防
接
種
と
し

て
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。
全
４
回
の
接

種
が
必
要
で
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
で

接
種
済
み
回
数
を
確
認
し
、
不
足
分
の
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
四
種
混
合

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
等
も
定
期
予
防
接
種
で
す
。

　
各
予
防
接
種
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広

報
き
た
あ
き
た
４
月
号
と
一
緒
に
配
布
す

る
「
平
成
26
年
度
健
康
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

　

助
成
期
間
が
通
年
に
な
り
ま
す

　
助
成
実
施
開
始
が
こ
れ
ま
で
の
５
月
１

日
か
ら
４
月
１
日
へ
変
更
に
な
り
、
年
間

を
通
じ
て
接
種
で
き
ま
す
。

助
成
期
間　
平
成
26
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
27
年
３
月
31
日

　

交
流
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ　

　

月
1
回
、森
吉
地
区
及
び
阿
仁
地
区
で

自
由
に
集
う
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
「
お
茶
で
も
飲
ん
で
の
ん
び
り
し
た
い

と
き
」、「
誰
か
と
話
が
し
た
い
と
き
」、ど

な
た
で
も
、気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

開
催
日　
毎
月
第
３
金
曜
日

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
10
時
〜
14
時

サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

開
催
日　
毎
月
第
２
木
曜
日

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
10
時
〜
14
時
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秋田内陸線の存続に向けて引き続き、
沿線の皆さんのご協力をお願いします。

　平成26年４月１日からの消
費税率８％への引き上げに伴
い、運賃に引き上げ分を価格
転嫁させていただくこととし
ています。ご理解のほど、よ
ろしくお願いします。運賃等
の詳細はお問い合わせくださ
い。

秋田内陸線でかたくり群生の郷へ！
かたくりの開花に合わせ、急行列車が臨時停車します

～旅客運賃改定のお知らせ～

　　秋田内陸縦貫鉄道㈱　☎82-3231　　秋田内陸縦貫鉄道㈱　☎82-3231

　　　　　４月19日（土）～５月６日（火・祝）停車期間

阿仁合駅発
８：29
９：23（急行）
11：37
13：43

八津駅着
９：37
10：19
12：54
14：57

八津駅発
11：16
12：15（急行）
14：12
16：19

阿仁合駅着
12：26
13：11
15：20
17：27

　春の訪れを知らせる仙北市の八津・鎌足のかたくり。今年も秋田内
陸線では、かたくり群生の郷の開園に併せて急行列車が八津駅に臨時
停車します。東京ドーム４．２個分、20ha の群生規模日本一を誇るか
たくりを、秋田内陸線を利用して是非ご覧ください。
　かたくりの群生地は、八津駅から徒歩５分程度で到着します。

〈内陸線発着時刻〉

お
知
ら
せ

　

非
常
勤
職
員
と
臨
時
職
員
を

　
募
集
し
ま
す

○
道
路
維
持
作
業
及
び
除
排
雪
作
業
員

勤
務
地　
森
吉
地
区

採
用
人
員　

１
人
（
年
齢
不
問
）

必
要
な
免
許
・
資
格　
中
型
免
許
以
上
／

大
型
特
殊
免
許
／
車
両
系
建
設
機
械
運
転

資
格

雇
用
期
間　
平
成
26
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
27
年
３
月
31
日

就
業
形
態　
週
休
二
日
制

（
勤
務
時
間
）
８
時
30
分
〜
15
時
15
分

（
時
間
外
）
月
平
均
30
時
間

　
　
　
　
　
※
冬
期
は
除
雪
作
業
あ
り

賃
金
形
態　
月
給
制
（
毎
月
21
日
支
払
）

（
賃
金
額
）
月
額
１
５
９
，
８
０
０
円

（
賞
与
）
な
し
／
（
通
勤
手
当
）
あ
り

○
市
道
確
認
事
務
員

勤
務
地　
建
設
課
（
森
吉
庁
舎
）

採
用
人
員　

１
人
（
年
齢
不
問
）

必
要
な
経
験
等　
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
表
計
算

雇
用
期
間　
平
成
26
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
27
年
３
月
31
日

就
業
形
態　
週
休
二
日
制

（
勤
務
時
間
）
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
時
間
外
）
な
し

賃
金
形
態　
日
給
制
（
毎
月
10
日
支
払
）

（
賃
金
額
）
日
額
５
，
９
０
０
円

（
賞
与
）
な
し
／
（
通
勤
手
当
）
あ
り

【
共
通
事
項
】

募
集
期
間　

４
月
１
日（
火
）
〜

　
　
　
　
　

４
月
10
日（
木
）
正
午

提
出
書
類　
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
／
資

格
証
・
免
許
証
の
写
し

提
出
場
所　
総
務
課
（
本
庁
舎
）
ま
た
は

建
設
課
（
森
吉
庁
舎
）

面
接
日
時　

４
月
15
日（
火
）
10
時
〜

面
接
会
場　
森
吉
庁
舎　
第
一
会
議
室

※
採
否
の
決
定
は
７
日
後
に
な
り
ま
す
。

○
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
建
設
課
管
理
係　
☎
72
‐
３
１
１
６

　
求
職
者
支
援
訓
練
（
実
践
コ
ー
ス
）

▽
介
護
食
士
・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課

内
容　
求
職
者
向
け
と
し
て
４
か
月
間
、

介
護
職
員
と
介
護
食
に
関
す
る
基
礎
知
識

及
び
技
術
を
学
び
、
介
護
作
業
、
介
護
食

の
調
理
が
で
き
る
人
材
育
成
を
行
う

対
象　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
を

行
い
、
職
業
訓
練
そ
の
他
の
支
援
措
置
の

必
然
性
が
認
め
ら
れ
る
者

期
間　
６
月
27
日（
金
）〜
10
月
24
日（
金
）

時
間　
９
時
〜
15
時
50
分

場
所　
大
館
調
理
師
専
門
学
校

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申
込
期
間　

４
月
30
日（
水
）
〜

　
　
　
　
　
５
月
30
日（
金
）

選
考
方
法　
面
接
及
び
作
文（
定
員
10
人
）

選
考
日　
６
月
９
日（
月
）

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
60
‐
１
５
８
６
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キャビン付圧雪車で春の森吉山へ

　　森吉山阿仁スキー場　☎82-3311　　森吉山阿仁スキー場　☎82-3311

期 間

往復料金

催行人数
発着場所
申 込 み

４月１日（火）～５月６日（火）　
※天候・積雪状況により中止になる場合があります
大人 1600 円／子ども 800円
※片道の場合でも同額の料金です。
※スキー場前売券は使用できません。
５人以上（キャビン定員 20人）
森吉山阿仁スキー場駐車場
乗車希望日の３日前までに予約してください

〈阿仁スキー場エリア外へ入山される方へ〉
ゴンドラ山麓駅舎内の事務所へ「登山届」を提出してください。

ホームページ　http://www.aniski.jp/ホームページ　http://www.aniski.jp/

駐車場付近
出発時刻

樹氷平付近
出発時刻

８：30
10：30
12：30
14：30

９：30
11：30
13：30
15：30

片道乗車時間約 40分
※定期運航ではありません。
必ず予約をしてください。

森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです

キャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へキャビン付圧雪車で春の森吉山へ

森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです森吉山阿仁スキー場駐車場からゴンドラ山頂の樹氷平付近までの間を圧雪車で往復するツアーです

森吉山ピステンツアー

　

秋
田
県
司
法
書
士
会 

無
料
相
談
会

日
時　
①
４
月
16
日（
水
）
14
時
〜
16
時

　
　
　
②
５
月
21
日（
水
）
14
時
〜
16
時

　
　
　
③
６
月
18
日（
水
）
14
時
〜
16
時

場
所　
大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　
不
動
産
・
会
社
・
法
人
登
記

／
多
重
債
務
／
成
年
後
見　
な
ど

相
談
方
法　
面
談
に
よ
る
相
談

予
約
締
切　
①
４
月
11
日（
金
）
15
時

　
　
　
　
　
②
５
月
16
日（
金
）
15
時

　
　
　
　
　
③
６
月
13
日（
金
）
15
時

　
※
先
着
順
に
８
件
で
締
め
切
り
ま
す

（
予
約
専
用
電
話
）

　
　
　
　
☎
０
１
８‐

８
２
４‐

０
０
５
５

　
　
秋
田
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
☎
０
１
８‐

８
２
４‐

０
１
８
７

　

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー 

無
料
相
談
会

『
成
年
後
見
制
度
の
基
礎
知
識
と
相
続
遺

言
に
つ
い
て
』

　
日
本
行
政
書
士
連
合
会
が
母
体
で
、
全

国
の
行
政
書
士
会
員
で
構
成
さ
れ
る
「
コ

ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
秋
田
県
支
部
に
よ
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー
及

び
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

４
月
19
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時

場
所　
市
交
流
セ
ン
タ
ー　
第
２
研
修
室

内
容　
法
定
後
見
制
度
／
任
意
後
見
制
度

相
続
遺
言

　
　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
秋
田
県
支
部

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
５‐

54‐

２
６
２
３

　

秋
田
県
の
離
職
者
対
策

○
事
業
主
の
方
へ

【
緊
急
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業
】

　
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
が
離
職

者
等
を
雇
用
し
、
研
修
を
行
っ
た
う
え
で

正
規
雇
用
す
る
場
合
に
経
費
を
助
成
し
ま

す
。
平
成
26
年
10
月
１
日
ま
で
に
雇
入
れ

し
て
い
る
事
業
主
が
対
象
で
す
。

補
助
対
象
経
費　
人
件
費
及
び
研
修
経
費

研
修
期
間　
３
か
月
以
上
１
年
以
内
の
研
修

補
助
金
額　
１
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
ま
で

【
正
規
雇
用
奨
励
事
業
】

　
事
業
主
都
合
に
よ
る
離
職
者
を
期
間
の

定
め
の
な
い
正
規
雇
用
と
し
て
１
人
以
上

採
用
す
る
企
業
に
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

最
終
の
雇
い
入
れ
は
平
成
26
年
５
月
末
ま

で
、
申
請
は
12
月
ま
で
可
能
で
す
。

奨
励
金　
対
象
者
１
人
に
つ
き
50
万
円

※
国
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
を
併
用

時
は
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
38
万
円

支
給
条
件　
雇
用
日
前
後
の
６
か
月
間
に

解
雇
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と　
な
ど

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
公

式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
『
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ

ト
』
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72‐

３
１
１
２

　
秋
田
県
雇
用
労
働
政
策
課

　
　
　
　
☎
０
１
８‐

８
６
０‐

２
３
３
５
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お
知
ら
せ

　
平
成
26
年
度
住
宅
整
備
資
金
の

　
貸
付
に
つ
い
て

　
市
で
は
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
、

ひ
と
り
親
世
帯
等
が
住
宅
の
増
改
築
を
行

う
際
、
自
力
で
の
整
備
が
困
難
な
世
帯
に

住
宅
整
備
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
条
件
】

▽
高
齢
者
世
帯

　
60
歳
以
上
の
方
と
同
居
し
、
そ
の
た
め

の
居
宅
等
の
整
備

▽
障
が
い
者
世
帯

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級
及
び
療

育
手
帳
Ａ
に
該
当
す
る
方
の
居
宅
等
の
整

備▽
ひ
と
り
親
世
帯

　
ひ
と
り
親
世
帯
の
居
宅
等
の
整
備

【
申
込
期
限
】　
10
月
31
日（
金
）

※
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
は
、
年
中
申

込
み
で
き
ま
す

【
貸
付
金
額
】　

１
５
０
万
円
以
内

【
お
問
い
合
わ
せ
】

▽
高
齢
者
世
帯
…
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉

係　
☎
62‐
６
６
３
９

▽
障
が
い
者
世
帯
…
福
祉
課
地
域
障
が
い

福
祉
係　
☎
62‐

６
６
３
７

▽
ひ
と
り
親
世
帯
…
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉

係　
☎
62‐
６
６
３
８

　

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
一
般

職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
受
験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

【
一
次
試
験
】　
９
月
７
日（
日
）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間
】

　
６
月
23
日（
月
）〜
７
月
２
日（
水
）

※
郵
送
・
持
参
の
場
合
は
、
次
の
期
間
中

に
申
込
み
く
だ
さ
い

【
郵
送
・
持
参
の
受
付
期
間
】

　
６
月
23
日（
月
）〜
６
月
26
日（
木
）

　
　
　
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　
　
　
　
☎
０
２
２‐

２
２
１‐

２
０
２
２

　

平
成
26
年
度
慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
等
に

お
い
て
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
ご
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
次
の
地
域
で
実
施
予
定

で
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
実
施
地
域
】

旧
ソ
連
、
中
国
、
硫
黄
島
、
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト

ラ
ッ
ク
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島

　
　
秋
田
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課

　
　
　
　
☎
０
１
８‐

８
６
０‐

１
３
１
９

　　教育委員会スポーツ振興課　☎62-3800　　教育委員会スポーツ振興課　☎62-3800

チャレンジデー2014の取り組みについて
（協力方法、参加の仕方、報告方法など）

どなたでも参加できます。

日　時　４月24日（木）15：00～ 16：00
会　場　中央公民館３階大会議室

日　時　４月25日（金）15：00～ 16：00
会　場　森吉公民館１階ホール

説明会の内容

参 加 対 象

一回目説明会

二回目説明会

５５ 2828月 日（　 ）水水
午前０時～
　午後９時まで
午前０時～
　午後９時まで

イベント・プログラム紹介・参加方法など５月号
チャレンジデーの情報を広報でお知らせしますチャレンジデーの情報を広報でお知らせします

これまでの戦績
　2010 参加率 35.７％　３市町のうち２位
　2011 参加率 43.８％　３市町のうち１位
　2012 参加率 42.０％　３市町のうち３位　
　2013 参加率 37.７％　魚津市と対戦して敗れる

平方キロメートル
37,483人

岡山県備前市（参加５回目）
258.24平方キロメートル
37,483人

対戦相手
面積
人口

対戦相手
面積
人口

説明会の開催について説明会の開催について

北秋田市の昨年の 2013 参加率は 22.９％でした

今年の対戦相手が決まりました！今年の対戦相手が決まりました！

みんなで参加して、北秋田市を元気にみんなで参加して、北秋田市を元気にみんなで参加して、北秋田市を元気にみんなで参加して、北秋田市を元気に
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問

介護予防事業【基本チェックリスト】
65歳以上で対象の方に個別送付します

　　高齢福祉課 地域包括支援センター　☎69̶7061

　市では、市民の皆さんがいつまでも健康で元気に
生活していただけるように、介護予防事業に取り組
んでおり、65歳以上の要介護認定者以外の方に、「基
本チェックリスト」を個別送付します。
　この「基本チェックリスト」は、回答することで
自身の身体の状態を把握できるほか、ご自身に合っ
た介護予防教室に参加することができますので、ご
協力をお願いします。
■対 象 者　要介護認定者を除く65歳以上の市民
　　　　　　　　　　　　（平成26年３月31日基準）
■送付時期　鷹巣地区＝４月上旬
　　　　　　森吉地区＝５月上旬
　　　　　　阿仁地区＝５月下旬
　　　　　　合川地区＝６月上旬

市から
「基本チェック
リスト」を送付

27項目の質問に
「はい」「いいえ」
で回答

同封の封筒で
返信

市から
アドバイス票、
教室紹介、パン
フレットを送付

「健幸づくりシ
ニア」に該当し
た方で教室参加
希望の方には職
員が訪問します

介護予防教室参加

　市では、基本チェッ
クリストで生活機能低
下のあった方を「健幸
づくりシニア」と呼び、
健康づくり、幸せづく
りで元気な方を増やす
ことを目的に介護予防
教室にお誘いします。

けんこう
けんこう

送付から返信、および全体の流れ送付から返信、および全体の流れ

「
Ｂ
Ｍ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
４
月
25
日
（
金
）
で
す
。
詳
細
は
32
ペ
ー
ジ
（
裏
表
紙
）

　

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
海
外
で
の
体
験
を
通
し
て
お
互
い
の

理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た

め
の
夏
休
み
海
外
派
遣
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、
地

域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

対
象　
小
学
校
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

派
遣
先　
米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

サ
イ
パ
ン
、
セ
ブ
、
フ
ィ
ジ
ー

日
程　
７
月
25
日（
金
）〜
８
月
17
日（
日
）

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す

参
加
費　
25
万
〜
65
万
円

【
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
】

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
☎
０
３‐

６
４
１
７‐

９
７
２
１

　

協
会
け
ん
ぽ
の
介
護
保
険
料
率
が

　

４
月
納
付
分
か
ら
上
が
り
ま
す

　
協
会
け
ん
ぽ
秋
田
支
部
は
、
主
に
中
小

企
業
に
お
勤
め
の
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族

約
33
・
６
万
人
（
県
民
の
３
人
に
１
人
）

が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　
平
成
26
年
度
の
健
康
保
険
料
率
は
、
前

年
度
同
率
の
10
・
02
％
に
据
え
置
き
と
な

り
ま
す
が
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
に

対
す
る
介
護
保
険
料
率
は
、
介
護
給
付
費

の
増
加
に
伴
い
、
１
・
72
％
（
25
年
度
１

・
55
％
）
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

【
例
】　
月
収
30
万
円
（
税
引
き
前
）
の
方

の
介
護
保
険
料
は
２
５
５
円
増

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
事
業
主

負
担
分
も
加
わ
り
ま
す
。

　
　
全
国
健
康
保
険
協
会

　
　
（
協
会
け
ん
ぽ
）
秋
田
支
部

　
　
　
　
☎
０
１
８‐
８
８
３‐

１
８
４
１



2828広報きたあきた　2014.　4.　１広報きたあきた　2014.　4.　１

　「まちがこうなったらいいのになぁ」など、日
頃感じている思いを行動にしてみませんか。地域
課題の解決や地域振興などに対して、自発的に取
り組む団体を市が補助します。

○補助額（補助対象経費×補助率＋加算額）

　申込書や募集要項は、各庁舎および各地区公民
館へも備えつけるほか、市のホームページからダ
ウンロードできます。書類の書き方などもお気軽
に問い合わせください。

○応募締切

補助対象経費
30万円以下
50万円以下
100 万円以下
100 万円越え

補助率
70％以内
60％以内
50％以内
45％以内

加算額
０円
３万円
８万円
13万円

１回目　４月21日（月）／２回目　６月10日（火）
３回目　８月５日（火）／４回目　９月18日（木）
○申請方法

問 申

ゆうゆう講座（合川、森吉・阿仁会場）

時 間
会 場

募集定員
申込期限

13：30 ～ 15：00
○合川地区
　合川総合窓口センター
○森吉・阿仁地区
　森吉コミュニティセンター
両会場　各30人（先着順）
４月18日（金）まで

期日／地区　５月13日（火）／合川地区
　　　　　　５月20日（火）／森吉・阿仁地区
○開講式
○講座「高齢化社会を健康に過ごすために」ほか

期日／地区　６月10日（火）／合川地区
　　　　　　６月17日（火）／森吉・阿仁地区
○講座「高血圧症等について」
○血圧・運動・減塩・健康管理ほか

問 申

　　
空
き
家
等
の
適
正
管
理
を
　

　
空
き
家
の
管
理
と
生
活
環
境
の
保
全
を

目
的
に
「
北
秋
田
市
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
条
例
は
、
所
有
者
が
空
き
家
の
適
正
管

理
を
負
う
責
務
を
明
確
に
し
、
管
理
不
全

な
空
き
家
情
報
が
提
供
さ
れ
た
場
合
に

は
、
市
が
調
査
を
行
い
、
適
正
管
理
を
働

き
か
け
る
手
続
き
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
か
ら
の
落
雪
や
家
屋
の

一
部
飛
散
な
ど
の
危
険
な
状
態
を
所
有
者

自
ら
が
解
消
で
き
な
い
場
合
に
、
市
が
危

害
防
止
の
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
空
き
家
の
管
理
が
原
因
で
近
隣
の
家
屋

や
財
産
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
場
合
、
所
有

者
は
、
損
害
賠
償
な
ど
の
管
理
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
総
務
課
危
機
管
理
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62
‐
６
６
０
２

　

平
成
26
年
度
防
火
管
理
者

　
新
規
講
習
会
（
甲
種
）

日
程　
７
月
１
日（
火
）〜
２
日（
水
）

会
場　
プ
ラ
ザ
杉
の
子
（
大
館
市
有
浦
）

申
込
期
間　
５
月
28
日（
水
）
〜

　
　
　
　
　
６
月
３
日（
火
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
消
防
本
部
予
防
課　
☎
62‐
１
１
１
9

　
防
災
学
習
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

　
由
利
本
荘
市
岩
城
の
秋
田
県
防
災
学
習

館
で
は
、
地
震
体
験
、
消
火
体
験
、
煙
中

体
験
、
１
１
９
番
通
報
を
疑
似
体
験
で
き

る
ほ
か
、
防
災
シ
ア
タ
ー
、Ｑ
＆
Ａ
コ
ー

ナ
ー
、
防
災
関
係
図
書
な
ど
を
集
め
た
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
で
防
災
知
識
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
館
時
間　
９
時
〜
16
時

休
館
日　
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

入
館
料　
無
料

※
団
体
で
利
用
す
る
場
合
は
要
予
約

　
　
秋
田
県
防
災
学
習
館

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
４‐73‐
３
０
０
５

　
第
12
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

期
日　
８
月
30
日（
土
）

競
技
種
目　
水
泳
／
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
／
一

般
卓
球
／
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
／

ボ
ウ
リ
ン
グ
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
障
害
）

期
日　
９
月
13
日（
土
）

競
技
種
目　

陸
上
競
技
／
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク

申
込
書
配
布
　
４
月
28
日
か
ら
市
町
村
の

障
害
福
祉
担
当
課
で
要
綱
や
申
込
関
係
書

類
の
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、同
日
に
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

申
込
締
切
　
５
月
30
日（
金
）

　
　
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　
　
　
☎
０
１
８‐
８
６
４‐
２
７
５
０

お
知
ら
せ

げんきワールドの介護予防支援講座げんきワールドの介護予防支援講座
参加者募集参加者募集 市民提案型まちづくり事業補助金市民提案型まちづくり事業補助金

募集開始します募集開始します
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問 申

市営住宅入居者募集

【現地案内の日時】　第１回　４月２日（水）又は３日
（木）／第２回　４月 15日（火）又は 16日（水）
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込みいた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

　　都市計画課都市計画住宅係　☎72̶5246問

①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱 13‐2
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額 11,200～22,000円
トイレ：汲取　給湯 : 無　浴室：浴槽無
②南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱 13‐2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　月額 13,700～26,900円
トイレ：汲取　給湯 : 無　浴室：浴槽無
③胡桃館団地･･･綴子字胡桃館 2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　月額 16,200～31,800円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
④高野尻団地･･･綴子字高野尻 90‐2（２戸募集）
木造平屋２戸建１ＬＤＫ　月額 15,600～30,700円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
⑤林岱団地･･･八幡岱新田字林岱 89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額 9,700～18,600円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
⑥長野岱団地･･･米内沢字長野岱 102‐31
木造平屋１戸建２ＬＤＫ　月額 11,500～22,600円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
⑦三両団地･･･阿仁水無字寺後 1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額 11,100～21,400円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
⑧畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏 147
木造平長屋５戸建１ＬＤＫ　月額 19,600～38,600円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス　（共益費 200円）
⑨サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱 51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額 41,300円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有　（共益費 800円）
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】
○収入基準を満たすこと
○住宅に困窮していることが明らかなこと
○市税等を滞納していないこと
【受付期間】　第１回　４月１日（火）～７日（月）
第２回　４月 14日（月）～ 18日（金）※土日除く 
※第２回の募集住戸については、４月10日以降にお
問い合わせください
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

北秋田市消防本部からのお知らせ
春の火災予防運動週間４月６日～ 12日
『消すまでは　心の警報　ＯＮのまま』
　北秋田市消防本部及び消防団では、火災予防運
動週間中に活動の一環として次の行事を行います。
期日　４月６日（日）
▽各地区消防団の一斉放水訓練
　鷹巣地区＝鷹巣中央公園堤（７：00～）
　阿仁地区＝湯口内地区（７：30～）
　合川地区＝上杉農村運動公園（８：30～）
　森吉地区＝米内沢橋下（９：00～）
▽女性消防団員・消防隊員による火災予防啓発活動
　鷹巣地区＝イオンタウン鷹巣
▽各地区消防団員による巡回広報及びチラシ配布
期間中
▽防火サイレンの吹鳴▽消防車両による巡回広報

消防団員募集～自分たちのまちは、自分たちで守る～
　消防団活動は地域の防災にとって欠かせない市
民活動です。市民の安全・安心を守るため、消防
団員として活動してくださる方をお待ちしています。
　また、平成 26年４月からは、きめ細かさを生か
した火災予防や地域防災などの広報・啓発活動を
中心に行なう女性消防団員も募集します。
募集期間　随時
入団資格　年齢 18歳以上で北秋田市在住の健康な
男性と女性
処遇等　年額報酬・出勤手当等の支給、福利厚生
（公務災害補償、退職報償金）、被服の貸与

救急救命士の処置範囲が拡大されます
　４月１日の救急救命士法の一部改正により、心
肺機能停止前（心臓や呼吸）の重症患者（15 歳以
上）を対象に救命率向上と後遺症の軽減を目的と
して、救急救命処置を行います。
改正後に新たに行なう処置
①血圧が低下するなどの重傷な方へは点滴を行い
ます。
②意識障害がある場合に血糖値を測定し、低血糖
発作の場合にはブドウ糖を投与します。
　処置を実施する救急救命士は所定の講習を修了
し、医師の具体的指示により実施します。
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▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

曜
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

電話番号
63－2700
63－0105
60－1055
69－7311
62－1155
63－0515
62－1101
72－4501
78－3161
82－2351
62－7001
62－1146
60－1055
62－2261
69－5300
63－0105
62－1155
63－0515
62－1400
69－7311
62－1146
72－4501
78－3161
82－2351
62－2882
62－2261
63－2700
62－1101
62－7001
62－1400

医 療 機 関 名
たむら内科クリニック
佐々木産婦人科医院
う え だ ク リ ニ ッ ク
児玉内科クリニック
近 藤 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
盛 岡 外 科 医 院
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
津 谷 内 科
毛利整形外科クリニック
佐々木産婦人科医院
近 藤 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
石川耳鼻咽喉科医院
児玉内科クリニック
奈 良 医 院
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
藤 原 医 院
津 谷 内 科
たむら内科クリニック
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
石川耳鼻咽喉科医院

（診療時間 18：30～ 21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間

診療

▼４月の休診日
眼　　科＝１日（火）
形成外科＝９日（水）
▽眼科の診療日　毎週火・水曜日
　　　　　　　　受付時間は９：00まで
　　　　　　　　 （薬のみは11：30まで）

北秋田市民病院北秋田市民病院
休診日、受付時間等の変更のお知らせ
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総人口　35,360人（37人減）【161人（６人増）】
男　　16,515人（17人減）【 24人（０人）】
女　　18,845人（20人減）【137人（６人増）】
出生　10人【０人】　　転入　32人【７人】
死亡　50人【０人】　　転出　29人【１人】
世帯数 14,380世帯（６世帯増）【155世帯】

人口と世帯数
※２月28日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！

藤島セキさん（花園町）
大正３年３月12日生まれ

３月12日の祝品贈呈式
（特別養護老人ホーム青山荘）

畠山ソノさん（栄）
大正３年３月７日生まれ

３月７日の祝品贈呈式
（畠山さんのご自宅）
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従来の伝統的なバター餅を審査します

ブルーベリーやしそなどの他の食材を加えて
アレンジしたバター餅を審査します

販売用のバター餅を製造していない方

クウィンス森吉の「入浴券付きお食事券」が

４月17日（木）まで

開催部門　
　○クラシカル部門

　○アレンジ部門

参加資格

参加特典

参加申込期限

従来の伝統的なバター餅を審査します

ブルーベリーやしそなどの他の食材を加えて
アレンジしたバター餅を審査します

販売用のバター餅を製造していない方

クウィンス森吉の「入浴券付きお食事券」が

４月17日（木）まで

開催部門　
　○クラシカル部門

　○アレンジ部門

参加資格

参加特典

参加申込期限

【お申込み・お問い合わせ】クウィンス森吉　☎60-7000　商工観光課商工労働係　☎72-3112【お申込み・お問い合わせ】クウィンス森吉　☎60-7000　商工観光課商工労働係　☎72-3112

　北秋田市の特産品として全国的に有名に
なった「北あきたバター餅」。その郷土の味
バター餅の品評会を開催します。
　ご家庭で自慢のバター餅や別の食材を加
えたオリジナルのバター餅をこの機会に披
露してみませんか。
　皆さんのご参加をお待ちしています。

クウィンス森吉

　北秋田市の特産品として全国的に有名に
なった「北あきたバター餅」。その郷土の味
バター餅の品評会を開催します。
　ご家庭で自慢のバター餅や別の食材を加
えたオリジナルのバター餅をこの機会に披
露してみませんか。
　皆さんのご参加をお待ちしています。

北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」

開催部門　開催部門　開催部門　開催部門　
　○クラシカル部門　○クラシカル部門　○クラシカル部門　○クラシカル部門

北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」
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北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」北秋田市発「バター餅の祭典」

ＢＭ-1グランプリＢＭ-1グランプリ
4 25 11月月

5月3日（土）

時時日日
クウィンス森吉会 場

金

第３回

集　合

憲法記念日

【お申込み・お問い合わせ】
商工観光課観光振興係　☎72-5243　  72-3226　Ｅメール　kankou@city.kitaakita.akita.jp
【お申込み・お問い合わせ】
商工観光課観光振興係　☎72-5243　  72-3226　Ｅメール　kankou@city.kitaakita.akita.jp

８時30分・こめつが山荘
◆申 込 み
　４月18日（金）まで
　「住所」、「氏名」、「年齢」、「電話番号」を下記まで
お知らせください
◆お知らせ
　▽車は旧森吉スキー場へ停めてください
　▽雨天中止（小雨決行）※当日現地で決定します
　※昼食、飲み物、雨具等は各自で準備ください

希望する方は、当日受付にお越しください。
※桂瀬、神成、根森田から無料送迎バスを運行します。
運行時刻はお問い合わせください。

一般審査員を募集します（無料・先着50人）
希望する方は、当日受付にお越しください。
※桂瀬、神成、根森田から無料送迎バスを運行します。
運行時刻はお問い合わせください。

一般審査員を募集します（無料・先着50人）


